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観光ナガサキを支える“道守”養成ユニットも３年目を終了しました。おかげさまで、

この３年間で、道守５名、特定道守 23 名、道守補 81 名、道守補助員 108 名の認定者を輩

出することができました。これは、当初の目標を大幅に上回る認定者数であり、交通イン

フラ構造物のメンテナンスに関する長崎県内の建設業界等の関心の高さが窺えます。これ

もひとえに長崎県土木部をはじめ、県内の各自治体関係部署、長崎県建設業協会、長崎県

測量設計業協会、長崎県建設技術研究センターの多くの方々からのご支援とご指導の賜物

と感謝しております。 

事業 3年目となる本年度、文部科学省による中間審査が行われました。中間審査では、

６月に中間報告書を提出するとともに、10 月にヒアリング審査を受けました。「進捗状

況」、「人材養成手法の妥当性」、「実施体制・自治体等との連携」、「人材養成ユニットの

有効性」、「継続性・発展性の見通し」のいずれの評価結果もａ評価で、総合評価も以下

のようにＡ評価をいただきました。 

＜総合評価：Ａ＞ 

地域建設企業のニーズを捉えつつ自治体との連携も密に行いながら、養成人数は目標

を超えており、また既設の公的資格の取得者が出ている点などから、人材養成及び拠点

形成は所期の計画に沿って順調に進捗していると評価できる。養成修了者の活動から

は、道路構造施設維持管理産業の振興や観光等他産業への波及効果など、地域再生への

貢献も認められる。今後、人材養成コースに地域の中小建設業などからのより多くの参

加を呼びかけるとともに、各地域からバランスのとれた数の自治体職員の参加が得られ

ることにも期待する。ポイント更新制度の継続も含め、養成修了者が長期にわたって活

躍していく仕組みと場を充実させていくことも期待する。 

平成 23 年 3 月 11 日開催の報告会では、これまでの 3 年間実施して参りました内容の中

間審査結果の報告、平成 22 年度に開講した 4コースの報告、および各コースの認定者に受

講体験を発表していただきます。また、日野伸一先生（九州大学工学研究院・教授）、石

川雄章先生（東京大学大学院・教授）に基調講演をお願いしております。 

本プログラムの継続的な実施運営は多くの方々のご協力、ご支援がなければあり得ま

せん。今後将来においても本プログラムを継続してゆくために、自立と経営の道をめざ

していく所存でございます。今後も変わらぬご指導、ご鞭撻を賜りますようどうぞ宜し

くお願い申し上げます。 
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１ 事業概要 

 

１．１ 事業名 

 

「観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット」 

 

１．２ 事業目的 

 

観光立県を目指す長崎県には教会群等の観光資源が離半島に点在し、それらを結ぶ渡

海橋や港湾等のインフラ構造物が多数存在する。県の財政状況は厳しく、建設事業費は

削減され、維持管理費の増額も見込めない状況にある中、これらインフラ構造物の維持

管理に関しては費用や人材の面で課題がある。長崎県と密接に連携を図り、県内の自治

体職員、建設・コンサルタント業、NPO、地域住民を対象とし、“まちおこし”の基盤と

なる道路構造施設等のインフラ構造物の維持管理や再生・長寿命化に携わる各種技術レ

ベルの“道守”（道守、特定道守、道守補、道守補助員）を養成し、観光立県の交通イン

フラ施設の維持管理に貢献するとともに、新たなインフラ維持管理の技術と産業を振興

し、観光と産業の両面から地域再生と活性化を支援する。 

 

１．３ 地域再生人材創出構想の内容 

 

県内の自治体職員、建設・コンサルタント業、NPO、地域住民を対象とし、道路構造施

設の維持管理に携わる“道守”を養成し、“まちおこし”の基盤となるインフラ構造物

の再生・長寿命化に係わる人材を創出することを目的としている。技術士、博士、診断

士、土木施工管理技士等のレベルに応じた基礎知識、応用能力をもつ人材と、一般市民

（ボランティア、愛護団体等）を対象として構造物の日常的な観察・点検ができる人材

を養成する。インフラの維持管理には調査、診断、特定高度技術が必要であるため、講

義、演習、実習等を組み合せた総合的なコースを設置する。また、一般市民に対しては

公開講座コースを設定する。本人材養成ユニットをインフラ長寿命化センターの任務と

して位置づけ、終了後も継続的に人材養成事業を実施展開する。これらを遂行すること

により、観光振興及び新産業創出の両面から雇用創出と地域再生・活性化を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース レベル 対象者 

道守補助員 講義レベル 市民講座 一般市民 

道守補 土木施工管理技士 

特定道守 診断士 

道守 

到達レベル 

技術士・博士 

・地元自治体職員 

・地元自治体 OB 

・地元企業職員 

・地元企業 OB など 
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１．４ 本事業の運営委員会委員 

 

センター長   ： 松田 浩 

副センター長  ： 原田 哲夫 

副センター長 ： 中村 聖三 

第１部門長    ： 森田 千尋 

第２部門長   ： 才本 明秀 

第３部門長    ： 山下 敬彦 

産学官連携研究員   ： 出水 享、渡部 祐介、牧野 高平 

事務補佐員   ： 松永 佳代子 

技能補佐員  ： 樋口 亮 

 

所 属 氏 名 役 職 

構造工学科 松田 浩 教授 

構造工学科 原田 哲夫 教授  

社会開発工学科 中村 聖三 教授 

生産科学研究科(構造工学科） 森田 千尋 准教授 

生産科学研究科（機械システム工学科) 才本 明秀 教授 

電気電子工学科 山下 敬彦 教授 

社会開発工学科 蒋 宇静 教授 

社会開発工学科 夛田 彰秀 教授 

構造工学科 勝田 順一 准教授 

生産科学研究科（材料工学科) 田邉 秀二 教授 

情報システム工学科 森山 雅雄 准教授 

生産科学研究科（電気電子工学科) 田中 俊幸 准教授 

材料工学科 近藤 慎一郎 准教授 

機械システム工学科 下本 陽一 准教授 

社会開発工学科 西田 渉 准教授 

機械システム工学科 山口 朝彦 准教授 

社会開発工学科 奥松 俊博 准教授 

社会開発工学科 杉本 知史 助教 
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１．５ 本事業の執行者 

 

運営協議会 

委 員 長 
長崎大学工学部 

インフラ長寿命化センター センター長 
松田 浩 

副委員長 長崎県土木部 部長 桑原 徹郎 

副委員長 (社)長崎県建設業協会 会長   谷村 隆三 

委  員 
長崎大学工学部 

インフラ長寿命化センター 副センター長 
原田 哲夫 

委  員 
長崎大学工学部 

インフラ長寿命化センター 副センター長 
中村 聖三 

委  員 (社)長崎県測量設計業協会 会長  藤瀬 政則 

委  員 (財)長崎県建設技術研究センター 理事長 野田 浩 

委  員 長崎大学工学部研究企画推進委員会 委員長 相樂 隆正 

委  員 長崎大学工学部 教授 夛田 彰秀 

委  員 幹事会 幹事長 森田 千尋 

 

 

運営協議会幹事会 

幹 事 長 
長崎大学工学部インフラ長寿命化センター  

モニタリング・健全度診断部門長 
森田 千尋 

副幹事長 長崎県土木部建設企画課 課長 宮﨑 東一 

幹  事 
長崎大学工学部インフラ長寿命化センター  

補修補強、材料・工法部門長 
才本 明秀 

幹  事 
長崎大学工学部インフラ長寿命化センター  

マネジメント戦略部門長 
山下 敬彦 

幹  事 長崎県土木部道路維持課 課長 田﨑 敏昭 

幹  事 (社)長崎県建設業協会 事業コーディネータ 松村 恵太郎 

幹  事 (社)長崎県測量設計業協会 技術副委員長 吉川 國夫 

幹  事 (財)長崎県建設研究センター 技術部長 柴田 秀成 
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審査委員会 

委員長 長崎大学工学部インフラ長寿命化センター 

センター長 

松田 浩 

副委員長 長崎大学工学部インフラ長寿命化センター 

副センター長 

原田 哲夫 

副委員長 長崎大学工学部インフラ長寿命化センター 

副センター長 

中村 聖三 

委 員 長崎大学工学部インフラ長寿命化センター 

モニタリング・健全度診断部門長 

森田 千尋 

委 員 長崎大学工学部インフラ長寿命化センター 

補修補強、材料・工法部門長 

才本 明秀 

委 員 長崎大学工学部インフラ長寿命化センター 

マネジメント戦略部門長 

山下 敬彦 
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１．６ 運営協議会・幹事会の議事録 

 

第 1 回運営協議会議事録 

プログラム 地域再生人材創出拠点の形成 

課題名 観光長崎を支える“道守”養成ユニット 

実施日 2010 年 4 月 19 日(月) 10:00～12:00 

場所 長崎大学工学部インフラ長寿命化センター会議室 

出席者 運営協議会委員 

松尾善章氏（長崎県土木部部長代理）、谷村隆三氏（(社)長崎県建設業協会

会長）、森重孝志氏（(社)長崎県測量設計業協会会長代理）、松田浩教授、

原田哲夫教授、中村聖三教授、相樂隆正教授、森田千尋准教授 

オブザーバー 

出水享研究員、林山愛弓研究員、牧野高平研究員 

議事 第１回運営協議会開催、進捗把握 

1.報告事項 ・運営協議会の委嘱状交付および委員紹介・自己紹介 

・認定者 OB 会の開催について 

・道しるべ第 4 号の発行 

2.審議事項 (1)平成 22 年度道守、特定道守、道守補（前期）の受講者の選考について

(2)平成 22 年度道守補（後期）養成コースの開催について 

(3)認定の更新について 

(4)道守補助員コース開催について 

3.決定事項 (1)道守、特定道守、道守補（前期）養成者の選考について 

・道守養成コースの受講希望者 3 名から、3 名全員を受講者として選出し

た。 

・特定道守養成コースの受講希望者 14 名から、14 名全員（コンクリート

構造 9 名、鋼構造 5 名）を受講者として選出した。 

・道守補（前期）養成コースの受講希望者 26 名から、受講者選定の内規(案)

により仕分けられた優先順位に従って上位 12 名を受講者として選出し

た。 

・今回選出されなかった 14 名に対しては後期開催の案内を送付することと

する。 

・受講者選定の内規(案)が提案され、了承された。 

(2)道守補（後期）養成コース開催について 

・道守補（後期）における離島・遠隔地での開催案が提案され、了承され

た。また、場所については下五島、大村（NERC）の 2 会場で開催するこ

とが了承された。 

(3)認定の更新について 

・平成 20 年度認定者の平成 21 年度更新ポイントについて説明がなされ、
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当初想定されなかった活動報告に対してのポイント査定に関する説明が

あり、了承された。 

・認定更新の内規（案）が説明され、更新ポイントの査定については大学

に一任し、4 年間の活動後の認定更新は運営協議会の承認により行うこ

と等が承認された。 

・上記の内規の決定に伴い、昨年度制定した「道守認定後の活動について」

改正案に関する説明があり、了承された。 

(4)道守補助員コース開催について 

・道守補助員コースの募集要項が提案され、4 会場での開催案が承認され

た。また、締切日は会場ごとに設け、受講者選考については大学に一任

されることが確認された。 

4.今後の 

進め方 

・次回は 8 月頃、道守補コース（後期）の受講者の決定および道守補コー

ス（前期）の合格者を審議することとなった。 

特記事項 特になし 

 

第 2 回運営協議会議事録 

プログラム 地域再生人材創出拠点の形成 

課題名 観光長崎を支える“道守”養成ユニット 

実施日 2010 年 8 月 26 日(木) 10:00～12:00 

場所 長崎大学工学部インフラ長寿命化センター会議室 

出席者 運営協議会委員 

真鳥喜博氏（長崎県土木部部長代理）、藤瀬政則氏（(社)長崎県測量設計業

協会会長）、中村正氏（(財)長崎県建設技術研究センター理事長代理）、松

田浩教授、原田哲夫教授、中村聖三教授、相樂隆正教授、森田千尋准教授

オブザーバー 

出水享研究員、牧野高平研究員 

議事 第２回運営協議会開催 

1.報告事項 ・道守補助員コース 2 会場（雲仙会場、上五島会場）の終了 

・道しるべ第 5 号の発行 

・中間評価用報告書の提出、ヒアリング日程の決定 

2.審議事項 (1)道守補コース（前期）合否判定について（森田委員が説明） 

(2)道守補コース（後期）養成者の選考について（ 〃 ） 

3.決定事項 (1)道守補コース（前期）合否判定について 

・道守補コース（前期）受講者 12 名に平成 21 年度道守補コース（後期）

の不合格者 1 名を加えた計 13 名のうち、11 名を合格とすることが了承

された。 

・総合点数が規定の 6 割に達していない受講者は不合格とし、後期に再試

験をすることが了承された。 
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・現場実習未受講者は後期日程の現場実習参加することを条件に合格とす

ることが了承された。 

・前記の前者に関しては、後期の認定試験時に再試験を行うこととなった。

・特定道守コース、道守コース受講者で道守補試験対象者のうち道守補認

定試験の結果が規定の 6 割に達していない受講者は、後期に再試験を行

うことが了承された。 

(2)道守補コース（後期）養成者の選考について 

・受講者の内規をもとに、受講希望者 16 名（大村会場 8 名、下五島会場 8

名）全員の受講が了承された。 

・今回は人数的にも受け入れ数に余裕があるため、大村会場の申込者で所

属企業が県外の企業の方の受講が了承された。 

4.今後の 

進め方 

・次回の運営協議会を 1 月中旬に開催することとなった。 

特記事項 特になし 

 

第 3 回運営協議会議事録 

プログラム 地域再生人材創出拠点の形成 

課題名 観光長崎を支える“道守”養成ユニット 

実施日 2011 年 1 月 14 日(金) 16:00～18:00 

場所 長崎大学工学部インフラ長寿命化センター会議室 

出席者 運営協議会委員 

宮崎東一氏（長崎県土木部長代理）、谷村隆三氏（(社)長崎県建設業協会会

長）、森重孝志氏（(社)長崎県測量設計業協会会長代理）、中村正氏（(財)

長崎県建設技術研究センター理事長代理）、松田浩教授、原田哲夫教授、多

田彰秀教授、森田千尋准教授 

オブザーバー 

真鳥喜博氏（長崎県土木部建設企画課） 

出水享研究員、牧野高平研究員、渡部祐介研究員 

議事 第 3 回運営協議会開催、道守補助員、道守補（後期）、特定道守、道守コー

スの合否判定について、平成 23 年度年間スケジュールについて ほか 

1.報告事項 ・平成 22 年度成果報告会開催予定 

2.審議事項 (1) 道守補助員、道守補（後期）、特定道守、道守コース合否判定について

（幹事長（森田准教授）が説明） 

(2) 平成 23 年度年間スケジュールについて（ 〃 ） 

3.決定事項 (1)道守補助員、道守補（後期）、特定道守、道守コース合否判定について 

・試験結果について 

道守補助員コースについて 4 会場 33 名の試験結果について説明があり、

受講者全員の合格が了承された。 
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道守補コース（後期）受講者 16 名中 15 名（1 名未受験）に前期の不合格

者 1 名を加えた計 16 名の試験結果について資料をもとに説明があり、16 名

全員を合格とすることが了承された。今回、試験を受験していない「補－

13」に関しては、点検実習も未受講のため、来年度の前期において実習を

受講し、再試験を受験することが了承された。 

特定道守コースの 14 名（コンクリート構造 9 名、鋼構造 5 名）の試験結

果について説明があった。コンクリート構造コースに関しては、基準を満

たしていない「特－8」を除く 8 名を合格とすることが了承された。鋼構造

コースに関しては、全ての受講者が基準を満たしているため、5 名全員を合

格とすることが了承された。 

道守コースの 3 名についての試験結果についての説明があり、3 名全員を

合格とすることが了承された。 

なお、本審議において、合否判定基準に関して意見が出され、道守補以

上のコースにおいては、合否判定基準と道守認定基準等を見直すこととな

った。 

・アンケートについて 

講義終了時のアンケート結果に対して、「特定道守講義範囲におけるトン

ネル、斜面、舗装分野の講義時間の延長」、「特定道守コースにおける講義

資料の CD 配布」、「斜面、舗装の点検実習の試験的な実施」、「特定道守講義

範囲の試験時間の延長」の 4 点の改善策の提案があり了承された。 

(2)平成 23 年度の計画について 

・年間スケジュール 

平成 23 年度の年間スケジュールについて、説明があった。道守補（後期）

コースは、佐世保と対馬の 2 会場、道守補助員コースは、南島原、平戸、

大村、西彼杵地区の 4 会場で開催することが了承された。なお、道守補コ

ース対馬会場においては、道守補助員コースをあわせて開催する予定であ

ることが報告された。また、道守補（前期）コースの認定試験をコンクリ

ート診断士の試験との重複を避けるため８月に変更すること、特定道守、

道守コースの認定試験を平日に変更することが提案され了承された。 

・募集要項 

平成 23 年度の道守補（前期）、特定道守、道守コースの募集要項（案）

が提案され了承された。 

・認定証交付 

道守補助員コースに関して、早期からの道守活動を促すため、認定証の

交付を翌年度の 4 月 1 日から、受講年度の 10 月 1 日に変更する案が提案さ

れ了承された。 

３ その他 

・道守シート個人名記載について 
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道守シートの提出時、通報者の個人名、連絡先を管理者に通知せず認定番

号のみを通知するとの案が提案され了承された。 

4.今後の 

進め方 

・次回の運営協議会を 4 月中旬に開催することとなった。 

特記事項 特になし 

 

 

第 1 回運営協議会幹事会議事録 

プログラム 地域再生人材創出拠点の形成 

課題名 観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット 

実施日 2010 年 4 月 14 日(水) 15:00～17:00 

場所 長崎大学工学部インフラ長寿命化センター会議室 

出席者 運営協議会幹事会幹事 

村中幸治氏（長崎県土木部道路維持課長：宮崎氏代理）、松村恵太郎氏（(社)

長崎県建設業協会事業コーディネーター）、吉川國夫氏（(社)長崎県測量設

計業協会技術副委員長）、柴田秀成氏（(財)長崎県建設技術研究センター技

術部長）、山下敬彦教授、森田千尋准教授 

オブザーバー 

出水享研究員、林山愛弓研究員 

議事 第１回運営協議会幹事会開催、受講者（道守・特定道守・道守補（前期））

の選考、道守補コース（後期）開催、認定の更新、道守補助員コース開催

について 

1.報告事項 ・運営協議会幹事会の委嘱状交付および幹事紹介・自己紹介 

・認定者 OB 会の開催について 

・道しるべ第 4 号の発行 

2.審議事項 (1)道守、特定道守、道守補養成コース受講者の選考（幹事長（森田准教授）

が説明） 

(2)道守補養成コース（後期）の開催計画について（ 〃 ） 

(3)認定者の活動、更新について（ 〃 ） 

(4)道守補助員コース開催について（ 〃 ） 

3.決定事項 (1)道守、特定道守、道守補（前期）養成者の選考について 

・道守養成コースの受講希望者 3 名から、3 名全員を受講者として選出し

た。 

・特定道守養成コースの受講希望者 14 名から、14 名全員（コンクリート

構造 9 名、鋼構造 5 名）を受講者として選出した。 

・道守補（前期）養成コースの受講希望者 26 名から、受講者選定の内規(案)

により仕分けられた優先順位に従って上位 12 名を受講者として選出し

た。 

－ 9 －



・今回選出されなかった 14 名に対しては後期開催の案内を送付することと

する。 

・受講者選定の内規(案)が提案され、了承された。 

(2)道守補（後期）養成コース開催について 

・道守補（後期）における離島・遠隔地での開催案が了承された。また、

募集時期は前期開催と合わせ 6 月 21 日～7 月 30 日へ修正された。 

・開催場所については下五島、大村（NERC）の 2 会場とし、第二候補とし

て佐世保とすることが了承された。また、開催日など詳細については大

学の方で会場と打合せを行い適宜調整することとし、大学に一任された。

(3)認定の更新について 

・平成 20 年度認定者の平成 21 年度更新ポイントについて説明がなされ、

当初想定されなかった活動報告に対してのポイント査定に関する説明が

あり、了承された。また、平成 22 年度以降のポイント査定については大

学に一任されることが了承された。 

・平成 21 年度活動成績優秀者を表彰すること、道守補助員へのインセンテ

ィブとして粗品等を支給することを長崎県に検討していただくこととし

た。 

・認定更新の内規（案）が提案され、概ね了承された。 

(4)道守補助員コース開催について 

・道守補助員コースの募集要項が提案され、4 会場での開催案が承認され

た。また、締切日は会場ごとに設け、受講者選考については大学に一任

されることが確認された。 

4.今後の 

進め方 

・次回は 8 月頃、道守補コース（後期）の受講者の決定および道守補コー

ス（前期）の合否を審議することとなった。 

特記事項 ・特になし 

 

第 2 回運営協議会幹事会議事録 

プログラム 地域再生人材創出拠点の形成 

課題名 観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット 

実施日 2010 年 8 月 20 日(金) 10:00～11:00 

場所 長崎大学工学部インフラ長寿命化センター会議室 

出席者 運営協議会幹事会幹事 

田崎敏昭氏（長崎県土木部道路維持課長）、松村恵太郎氏（(社)長崎県建設

業協会事業コーディネーター）、吉川國夫氏（(社)長崎県測量設計業協会技

術副委員長）、柴田秀成氏（(財)長崎県建設技術研究センター技術部長）、

山下敬彦教授、森田千尋准教授 

（オブザーバー）  

渡部祐介研究員、牧野高平研究員 
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議事 第 2 回運営協議会幹事会開催、道守補コース（前期）合否判定、道守補コ

ース（後期）養成者の選考について 

1.報告事項 ・道守補助員コース 2 会場（雲仙会場、上五島会場）の終了 

・道しるべ第 5 号の発行 

2.審議事項 (1) 道守補コース（前期）合否判定について（幹事長（森田准教授）が説

明） 

(2) 道守補コース（後期）養成者の選考について （ 〃 ） 

3.決定事項 (1)道守補コース（前期）合否判定について 

・ 道守補コース（前期）受講者12名に平成21年度道守補コース（後期）の

不合格者1名を加えた計13名の中、11名を合格とすることが了承された。

・ ｢補－9｣に関しては、総合点数が規定の6割に達していないため不合格と

し、後期に再試験を行うことが了承された。 

・ ｢補－5｣に関しては、現場実習を未受講のため、後期日程の現場実習参

加することを条件に合格とすることが了承された。 

・ あわせて道守補コースの認定試験を受験した道守コース受講者のうち

｢道－1｣が規定の6割に達していないため、後期に再試験を行うことが了

承された。 

(2)道守補コース（後期）養成者の選考について 

・ 受講者選定の内規をもとに、受講希望者16名（大村会場8名、下五島会

場8名）から、15名を受講者とすることが了承された。 

・ 大村会場の申込みNo4については、所属企業が長崎県内ではないことか

ら、住民票の確認等を行い、運営協議会にて審議することとなった。 

4.今後の 

進め方 

・ 次回の運営協議会幹事会を 12 月末から 1 月初旬に開催することとなっ

た。 

特記事項 ・ 特になし 

 

第 3 回運営協議会幹事会議事録 

プログラム 地域再生人材創出拠点の形成 

課題名 観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット 

実施日 2011 年 1 月 7 日(金) 10:00～11:30 

場所 長崎大学工学部インフラ長寿命化センター会議室 

出席者 運営協議会幹事会幹事 

田崎敏昭氏（長崎県土木部道路維持課長）、松村恵太郎氏（(社)長崎県建設

業協会事業コーディネータ）、山口澄人氏（(社)長崎県測量設計業協会技術

副委員長代理）、柴田秀成氏（(財)長崎県建設技術研究センター技術部長）、

山下敬彦教授、才本明秀教授、森田千尋准教授 

（オブザーバー）  

出水享研究員、渡部祐介研究員、牧野高平研究員 
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議事 第 3 回運営協議会幹事会開催、道守補助員、道守補（後期）、特定道守、道

守コースの合否判定について、平成 23 年度年間スケジュールについて ほ

か 

1.報告事項 ・平成 22 年度成果報告会開催予定 

2.審議事項 (1) 道守補助員、道守補（後期）、特定道守、道守コース合否判定について

（幹事長（森田准教授）が説明） 

(2) 平成 23 年度年間スケジュールについて（ 〃 ） 

3.決定事項 (1)道守補助員、道守補（後期）、特定道守、道守コース合否判定について 

・試験結果について 

道守補助員コースについて 4 会場 33 名の試験結果について説明があり、

受講者全員の合格が了承された。 

道守補コース（後期）受講者 16 名中 15 名（1 名未受験）に前期の不合格

者 1 名を加えた計 16 名の試験結果について資料をもとに説明があり、16 名

全員を合格とすることが了承された。今回、試験を受験していない「補－

13」に関しては、点検実習も未受講のため、来年度の前期において実習を

受講し、再試験を受験することが了承された。 

特定道守コースの 14 名（コンクリート構造 9 名、鋼構造 5 名）の試験結

果について説明があった。コンクリート構造コースに関しては、基準を満

たしていない「特－8」を除く 8 名を合格とすることが了承された。鋼構造

コースに関しては、全ての受講者が基準を満たしているため、5 名全員を合

格とすることが了承された。 

道守コースの 3 名についての試験結果についての説明があり、3 名全員を

合格とすることが了承された。 

・アンケートについて 

講義終了時のアンケート結果に対して、「特定道守講義範囲におけるトン

ネル、斜面、舗装分野の講義時間の延長」、「特定道守コースにおける講義

資料の CD 配布」、「斜面、舗装の点検実習の試験的な実施」、「特定道守講義

範囲の試験時間の延長」の 4 点の改善策の提案があり了承された。 

(2)平成 23 年度の計画について 

・年間スケジュール 

平成 23 年度の年間スケジュールについて、説明があった。道守補（後期）

コースは、佐世保と対馬の 2 会場、道守補助員コースは、南島原、平戸、

大村、西彼杵地区の 4 会場で開催することが了承された。なお、道守補コ

ース対馬会場においては、道守補助員コースをあわせて開催する予定であ

ることが報告された。また、道守補（前期）コースの認定試験をコンクリ

ート診断士の試験との重複を避けるため８月に変更すること、特定道守、

道守コースの認定試験を平日に変更することが提案され了承された。 
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・募集要項 

平成 23 年度の道守補（前期）、特定道守、道守コースの募集要項（案）

が提案され了承された。 

・認定証交付 

道守補助員コースに関して、早期からの道守活動を促すため、認定証の

交付を翌年度の 4 月 1 日から、受講年度の 10 月 1 日とする案が提案され、

了承された。 

３ その他 

・道守シート個人名記載について 

道守シートの提出時、通報者の個人名、連絡先を管理者に通知せず認定

番号のみを通知するとの案が提案され、了承された。 

4.今後の 

進め方 

・ 次回の運営協議会幹事会を4月中旬に開催することとなった。 

特記事項  
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１．７ 講義・実習担当の構成 

 

「観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット」のプログラムの実施にあたり、本年度

は「道守補助員」、「道守補」、「特定道守」、「道守」の 4 コースを設置している。プログ

ラム 3 年目となる本年度は、平成 21 年度に引き続き 4 コース全てのプログラムを実施し

た。下表に各コースの担当教員を記す。 

 

◆道守補助員コース 

氏 名 役 職 所 属 担 当 

松田 浩 教授 構造工学科 講義・実習 

森田 千尋 准教授 
生産科学研究科 

（構造工学科） 
講義・実習 

杉本 知史 助教 社会開発工学科 講義・実習 

出水 享 
産学官連携 

研究員 

インフラ長寿命化 

センター 

講義・実習、連絡調整、 

教材の準備 

渡部 祐介 
産学官連携 

研究員 

インフラ長寿命化 

センター 

講義・実習、連絡調整、 

教材の準備 

牧野 高平 
産学官連携 

研究員 

インフラ長寿命化 

センター 

講義・実習、連絡調整、 

教材の準備 

上阪 康雄 代表 コサカ設計・アソシエーツ 実習 

朝末 好浩 係長 
長崎県島原振興局  

道路維持課 維持舗装班 

講義 雲仙地区の道路構造物

の現状 

酒井 進一 係長 
長崎県五島振興局上五島

支所 建設部 道路課 

講義・実習 上五島地区の道

路構造物の現状 

前田 逸朗 主任技師 
長崎県五島振興局上五島

支所 建設部 道路課 

講義・実習 上五島地区の道

路構造物の現状 

片山 豊大 係長 

長崎県県北振興局  

建設部 道路維持第一課 

維持舗装班 

講義・実習 東彼杵地区の道

路構造物の現状 

田添 智宏 係長 

長崎県対馬振興局  

建設部 道路課  

維持舗装班 

講義・実習 対馬地区の道路

構造物の現状 

中田 博喜  
雲仙市役所小浜総合支所

産業建設課  

実習 雲仙地区の道路構造物

の現状 
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濱崎 嘉高 課長補佐 
新上五島町役場 土木課

維持班 

実習 上五島地区の道路構造

物の現状 

岩本 靖志 課長補佐 
新上五島町役場 土木課

改良班 

実習 上五島地区の道路構造

物の現状 

長下 文隆 管理係長 東彼杵町役場 建設課  
実習 東彼杵地区の道路構造

物の現状 

郡家 光德 
H２１年度 

特定道守 
(株)上滝 講義 雲仙会場 

木原 真 
H２１年度 

特定道守 
(株)アサヒコンサル 講義 雲仙会場 

今村 音英 
H２１年度 

特定道守 
(株)今村組 講義・実習 上五島会場 

森 史朗 
H２１年度 

特定道守 
(株)親和テクノ 講義・実習 上五島会場 

江頭 徹 
H２１年度 

特定道守 
(株)第一検査工業 講義・実習 上五島会場 

田島 俊彰 
H２１年度 

道守 
(株)大島造船所 講義・実習 東彼杵会場 

山田 猛 
H２１年度 

道守 
扇精光(株) 講義・実習 東彼杵会場 

吉川 國夫 
H２１年度 

特定道守 

(有)吉川土木コンサルタ

ント 

講義・実習 

東彼杵・対馬会場 

副島 一郎 
H２１年度 

特定道守 
副島塗装(株) 講義・実習 対馬会場 

 

◆道守補コース 

氏 名 役 職 所 属 担 当 

松田 浩 教授 構造工学科 講義 

中村 聖三 教授 社会開発工学科 講義 

森田 千尋 准教授 
生産科学研究科 

(構造工学科） 
講義・実習 

蒋 宇静 教授 社会開発工学科 講義 

森山 雅雄 准教授 情報システム工学科 演習 
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杉本 知史 助教 社会開発工学科 講義 

出水 享 
産学官連携 

研究員 

インフラ長寿命化 

センター 

講義・演習・実習、連絡調整、

教材の準備 

渡部 祐介 
産学官連携 

研究員 

インフラ長寿命化 

センター 

講義・演習・実習、連絡調整、

教材の準備 

牧野 高平 
産学官連携 

研究員 

インフラ長寿命化 

センター 

講義・演習・実習、連絡調整、

教材の準備 

山口 英人 課長補佐 
長崎県土木部 

道路維持課 

講義 

長崎県の道路構造物の現状 

浦本 和儀 主任技師 
長崎県長崎振興局 

建設部 道路維持課 
実習 

高西 正人  
長崎県長崎振興局 

建設部 道路維持課 
実習 

森 光治 係長 

長崎県県北振興局 

大瀬戸土木事務所 

維持舗装班 

実習 

田崎 智 係長 
長崎県五島振興局 

建設部 道路課 
実習 

横尾 利春 専門幹 
長崎県県央振興局 

建設部 道路第一課 
実習 

山本 弘信 
参事補兼 

主任 

諫早市役所 土木部  

道路維持課 
実習 

金岡 欣輝 主査 
西海市役所 建設水道部 

建設課 土木整備班 
実習 

越地 久光 技術職員 五島市役所 土木班 実習 

中野 将 
維持修繕 

係長 

長崎河川国道事務所 

道路管理第二課 
実習 

上阪 康雄 代表 コサカ設計・アソシエーツ 講義・演習・実習 

安波 博道 部長 土木研究センター 講義 

阿部 允 代表取締役 ㈱ビーエムシー 講義・実習 

白仁田 聖紀  神戸製作所 OB 演習 

－ 16 －



末弘 義守 
技能講習等 

講師 

建設業労働災害 

防止協会長崎支部 

講義 道路構造物の維持管理

に関する安全管理 

 

 

◆特定道守コース 

氏 名 役 職 所 属 担 当 

松田 浩 教授 構造工学科 講義 

中村 聖三 教授 社会開発工学科 講義 

森田 千尋 准教授 
生産科学研究科 

(構造工学科） 
講義・演習 

夛田 彰秀 教授 社会開発工学科 講義 

勝田 順一 准教授 構造工学科 講義・演習 

才本 明秀 教授 
生産科学研究科 

（機械システム工学科) 
講義・演習 

田邉 秀二 教授 
生産科学研究科 

（材料工学科) 
講義 

森山 雅雄 准教授 情報システム工学科 講義 

本村 文孝 准教授 機械システム工学科 演習 

河野 和芳 技術職員 構造工学科 演習 

出水 享 
産学官連携 

研究員 

インフラ長寿命化 

センター 

講義・演習、連絡調整、教材

の準備 

渡部 祐介 
産学官連携 

研究員 

インフラ長寿命化 

センター 

演習、連絡調整、 

教材の準備 

牧野 高平 
産学官連携 

研究員 

インフラ長寿命化 

センター 

演習、連絡調整、 

教材の準備 

浦本 和儀 主任技師 
長崎県長崎振興局 

建設部 道路維持課 
演習 

高西 正人  
長崎県長崎振興局 

建設部 道路維持課 
演習 

上阪 康雄 代表 コサカ設計・アソシエーツ 講義・演習 
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安波 博道 部長 土木研究センター 講義・演習 

阿部 允 代表取締役 ㈱ビーエムシー 講義・演習 

石田 耕生 所長 
サンメイツ株式会社 

福岡営業所 
講義 

杉田 哲郎  
㈱仲田建設 

設計部 
講義 

佐藤 秀文 次長 
日本地研㈱ 

技術部 
講義 

光谷 修平 副部長 
大林道路㈱ 

エンジニアリング部 
講義 

濱田 秀則 教授 
九州大学 工学研究院 

建設デザイン部門 
講義 

山田 健太郎 名誉教授 名古屋大学 特別講演 

花井 拓 主任研究員 (独)土木研究所 特別講演 

 

 

◆道守コース 

氏 名 役 職 所 属 担 当 

阿部 雅人 主幹研究員 ㈱ビーエムシー 講義 

髙木 朗義 教授 
岐阜大学 工学部 

社会基盤工学科 
講義 

山根 誠一 課長 
日本工営㈱ 

福岡支店 
講義 

金子 哲也 係長 
長崎県土木部 

道路維持課 維持補修班 
演習 
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２ 道守補助員養成コース 

 

２．１ 概要 

 

道守補助員コースは、県内の道路、河川、港湾などのボランティア・愛護団体等を通して募集

を行うとともに出前講座を開催し、道路関連施設等のインフラ構造物の維持管理の重要性につい

て啓発活動を行うとともに、インフラ構造物の変状を気付くことができるような人材の養成を行

った。 

 

◇対 象  ：一般市民 

◇講義レベル：一般市民レベル 

◇募集方法 ：県、市町を通じてアダプト、愛護団体への参加協力依頼、新聞、HP、回覧板 

◇募集人員 ：40 名程度 

◇応募数  ：33 名 

◇受講者数 ：合計 33 名（雲仙会場 8名・上五島会場 6名・東彼杵会場 9名・対馬会場 10 名） 

◇受講者属性：建設業関係、市役所等、自営業、ＯＢ 

◇実施時期 ： 6 月 26 日(土) 雲仙会場（国民宿舎「望洋荘」） 

8 月 1日(日)  上五島会場（五島振興局上五島支所 会議室） 

9 月 18 日(土) 東彼杵会場（東彼杵町総合会館 研修室） 

10 月 3 日(日)  対馬会場（美津島文化会館 大会議室） 

◇講義時間 ： 9:30～15:30 

◇講義概要 ：講義・現場実習（講義実施報告参考） 

◇受 講 料 ：無料 

◇認定試験 ：筆記試験( 4 択問題 10 題)  面接試験（筆記試験が合格点に達していない人） 

◇講 師  ：民間技術者（産）、県職員（官）、大学の職員（学）、道守認定者
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２．２ カリキュラム 

 

受付開始 9：15～ 

 内   容 

１時間目（講義） 

9：30～9:50 

●道守の紹介と役割 

・インフラ長寿命化センターおよび道守ユニットの紹介 

・道守補助員の役割、認定後について 

 

２時間目（講義） 

9：50～10:10 

●長崎県の道路と道路構造物の状況 

・長崎県の道路一般および橋・トンネルの状況について 

 

３時間目（講義） 

10：20～10：50 

●コンクリート構造物について 

・コンクリート橋について 

・コンクリートの変状について 

 

４時間目（講義） 

11：00～11：30 

●鋼構造物について 

・鋼橋について 

・鋼橋の変状について 

 

５時間目（講義） 

11：40～12：10 

 

● 道路・斜面・トンネルについて 

・道路・斜面・トンネルについて 

・道路・斜面・トンネルの変状について 

 

昼食 12：10～13：00 

６時間目（現場実習）

13：00～15：10 

（移動時間も含む） 

●点検について 

  ・安全を損なう恐れのある変状について 

  ・点検の一般知識（安全、取組み、写真撮影、秘密保持） 

  ・美化と長寿命化について 

・点検シートの書き方、提出先など 

・点検シートの添削・指導 

 

７時間目 

15：10～15：30 

●確認テスト 
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２．３ 実施報告 

 

講 義 名 長崎県の道路と道路構造物の状況 

講 義 形 態 講義 

実 施 時 間 9:50～10:10 

担 当講師名 森田 千尋、渡部 祐介 

時 間 数 0.5 時間 

内 容 

①長崎県の道路状況 

国、県、市町が管理する道路整備状況、 

②道路パトロール 

長崎県で実施している道路パトロール状況、道路パトロール車 

③道路施設の損傷事例 

長崎県が管理する橋梁の建設年度分布 

橋梁（鋼橋の腐食、コンクリート橋の鉄筋腐食、アルカリ骨材反応、

ボックスカルバート）、トンネル（クラック）、付属物（防護柵、組み

立て歩道、照明灯、カーブミラー）、舗装（舗装、ポットホール、舗装・

盛土,その他）、斜面（モルタル吹きつけ、落石、崩土・路肩洗掘）、排

水（側溝蓋）、歩道（歩道段差）、その他（倒木） 

 

講 義 名 道守の紹介と役割 

講 義 形 態 講義 

実 施 時 間 9:30～9:50 

担 当講師名 松田 浩、森田 千尋 

時 間 数 0.5 時間 

内 容 

①道路インフラの現状と課題 

日米道路ストックの高齢化、欠陥橋梁の割合、荒廃するアメリカの惨

状、実橋耐荷性能試験車、長寿命の橋梁、損傷事例、主な示方書等の

改定 

②インフラ長寿命化センター 

ミッション、業務内容、実施体制 

③道守養成ユニット 

長崎県の現状と地域再生に向けた取組状況、地域再生人材創出構想の

内容、社会資本整備の将来像、期待される効果、道守の構成、実施体

制・内容、カリキュラム、運営協議会、人材養成に関する協力体制、

道守シート、認定後の活動 
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講 義 名 コンクリート構造物について 

講 義 形 態 講義 

実 施 時 間 10：20～10：50 

担 当講師名 郡家 光徳、森 史朗、吉川 國夫 

時 間 数 0.5 時間 

内 容 

1．コンクリート構造物について 

コンクリートとは、RC 構造について、PC 構造について 

2．コンクリート橋について 

 コンクリート橋の一般的な名称、コンクリート橋の種類 

3．コンクリート構造物の変状について 

 コンクリート構造物の変状の種類 

4．点検について 

 コンクリート橋の点検のポイント、日常点検の目的 

 

講 義 名 鋼構造物について 

講 義 形 態 講義 

実 施 時 間 11：00～11：30 

担 当講師名 江頭 徹、田島 俊彰、副島 一郎、渡部 祐介 

時 間 数 0.5 時間 

内 容 

①最近の鋼橋の事故 

I-35W 橋（米国），木曽川大橋，本荘大橋，山添橋，辺野喜橋 

②鋼橋について 

鋼橋の構造形式による分類，部材名称 

③鋼構造物の劣化現象 

腐食，塗装の劣化，疲労 

④気にかけていただきたいこと 
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講 義 名 トンネル・道路・斜面について 

講 義 形 態 講義 

実 施 時 間 11：40～12：10 

担 当講師名 杉本 知史、木原 真、今村 音英、山田 猛 

時 間 数 0.5 時間 

内 容 

①道路について 

舗装について、道路上での変状のポイント 

②斜面について  

自然災害・土砂災害について、地滑り、崩壊、土石流について 

③トンネルについて 

種類ごとの変状トンネルの割合、変状要因の分類、トンネルの主な変

状 

講 義 名 点検について 

講 義 形 態 現場実習 

実 施 時 間 13：00～15：10 

担 当講師名 松田 浩、森田 千尋、杉本 知史、出水 享、渡部 祐介、牧野 高平 

時 間 数 ２時間 

内 容 

実習場所は、県、市などから提供していただいた講義会場に近い橋梁

（コンクリート橋、鋼橋）、法面、斜面、擁壁、道路等を選定しバスで移

動した。なるべく対象構造物に近づけて安全な場所、損傷・劣化のある

場所を選定した。 

現地では、変状が発生しやすい部位や部材、点検シートの作成方法に

ついて講義した。受講生には、変状をみて道守シートを記載してもらっ

た。講義会場に戻ったのちに道守シートの添削指導を行った。 

 

◆雲仙会場 

 

 

   

 

 

 

 

現場実習状況 
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◆上五島会場 

 

 

 

 

 

 

 

現場実習状況 

 

◆東彼杵会場 

 

 

 

 

 

 

 

現場実習状況 

 

◆対馬会場 

 

 

 

 

 

 

 

現場実習状況 

 

－ 24 －



◆道守シート（記載例） 
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２．４ 受講生の属性 

 

受講生の属性等に関する情報を得るためアンケートを実施した。アンケート結果を以下に示す。 

今年度の道守補助員の受講生は、雲仙会場 8 名・上五島会場 6 名・東彼杵会場 9 名・対馬会場

10 名の合計 33 名である。下表に受講生の属性を示す。 

 

１．所属 

3

5

2

2

2

1

3

2

3

1

1

6

2

0 5 10 15 20

県、市、町

技術センター

コンサルタント

建設業者

ＯＢ

その他

無回答

雲仙

上五島

東彼杵

対馬

 

【その他内訳】 

雲仙 ：市民、ボランティア団体、電気工事業 

上五島：無所属、愛護団体 

東彼杵：長崎県建設技術研究センター、会社員、大学生 

壱岐 ：自営業×1名、年金生活者×1名 

 

２．経験年数 

1

4

3

2

1

3

2

1

6

4

3

2

1

0 5 10 15 20 25 30

５年未満

５～１０年

１０年以上

無回答

雲仙

上五島

東彼杵

対馬
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３．年齢 

1

1

6

1

1

1

3

1

1

1

1

2

2

1

1

4

4

0 5 10 15

２５歳まで

３０歳まで

３５歳まで

４０歳まで

４５歳まで

５０歳まで

５５歳まで

６０歳まで

６０歳以上

雲仙

上五島

東彼杵

対馬

 

 

４．所有資格（複数回答有） 

4

1

3

2

4

6

5

4

6

0 5 10 15 20 25 30

土木施工管理技士

技術士

技術士補

ＲＣＣＭ

その他

雲仙

上五島

東彼杵

対馬

 
 

【その他内訳】 

雲仙 ：無所持、1級建築士、電気工事士、1級施工管理士 

上五島：無所持 

東彼杵：無所持、建設機械施工技士、測量士、危険物取扱者全乙種、火薬類取扱者 
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２．５ 受講生のアンケート結果 

 

 次年度以降の参考とするため、講義終了後にアンケートを実施した。その結果を以下に記す。 

 

１．本講座をどこでお知りになりましたか？ 

1

4

1
2

1

1
4

1
2

1

1
4

2

7

0 5 10 15 20 25 30 35 40

ホームページ
回覧板

道守長崎通信
新聞
紹介

その他

雲仙

上五島

東彼杵

対馬

 

【紹介内訳】 

雲仙 ：無回答 

上五島：長崎県 

東彼杵：無回答 

 

【その他内訳】 

雲仙 ：夫 

上五島：知人、郷長、新上五島、役場 

東彼杵：県北振興局、同業者、道守補助員、道守受講者 

対馬 ：インフラ長寿命化センター、知人 

 

２．本講座の受講の動機を教えてください。（複数回答可） 

8
2
4

1

3
1
1

1

5
7
4

1
2

8
1
1

1
1

0 5 10 15 20 25 30 35 40

地域に貢献するため
仕事に役立ちそう
自己啓発のため
無料だったから

その他

雲仙

上五島

東彼杵

対馬

 

【その他内訳】 

上五島：地区の郷長より紹介 

東彼杵：インフラ長寿命化センターの松田先生のお話を聞く機会が合ったため、道守会員とし

て役立てたい。 

道守会員として役立てたかったから。 

対馬 ：無回答 

 

３．授業の時間数はいかがでしたか？ 

1

6
1

1

5 9

1

6

3

0 5 10 15 20 25 30 35 40

（少なかった）　１
２
３
４

（多かった）　５

雲仙

上五島

東彼杵

対馬
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４．授業の内容はいかがでしたか？ 

1

6

1

5

1

2

5

2

1

8

1

0 5 10 15 20 25 30 35 40

（簡単すぎた）　１

２

３

４

（難しかった）　５

雲仙

上五島

東彼杵

対馬

 

雲仙 

・コンクリート、鋼材を良く知ったうえで講義の具体的な内容に入るので覚えやすく、理解 

しやすく思えた。 

・内容はとても興味深く面白かった。 

・NPO の道守と同一名であり行動するのは自分であり、「公」のあり方の方向性が見えました。 

・講師の方が優しい言葉（用語）を使用されていて良かった。 

上五島 

・解りやすかった。 

・適度に休みを入れてもらえたので集中できた。 

・資料に基づいて説明があったので、理解できました。 

東彼杵 

・再確認が出来たので良かった。  

・少人数で非常に良かった。 

・内容は難しいところはありませんでした。報告の際の具体的な一例を示してほしかった。 

・専門用語が多く、少し解りにくかった。 

・午前の内容は道守について興味の沸く内容でした、現場見学では構造物の日々の点検につい

ての必要性が実感できた。 

対馬 

・仕事の勉強になりました。 

・地域の安全安心を目標に道守に受けた者としてつとめていきたい。 

・良い勉強になりました。これから道を歩くとき橋や道を良く見て歩きます。 

・補助員コースに関してテストは不要だと思います。 

 

５．現場実習について感想をお聞かせください。 

5

3

2

3
1

4

5

6

3
1

0 5 10 15 20 25 30 35 40

（良かった）　１
２
３

４
（悪かった）　５

無回答

雲仙

上五島

東彼杵

対馬

 

雲仙 

・現場実習はもっと多くしてほしいです。 

・出来ればデジカメを用意し、実際にレポートを作成してみたかった。 

・問題の箇所を実際に見ることが出来、参考になった 

・講師の方が優しい言葉（用語）を使用されていて良かった。 

・実務的で良かった。 

・予防処置が必要な場所であり、早急な対応が必要だと思った。 

・説明文、写真などより危険な箇所の見方が良く理解できたのでよかった。 
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上五島 

・点検の際、点検棒などはもっと数あれば良いと思います。 

・実際現場にて説明があったので解り易かった。 

東彼杵 

・現場を見学し、直接シートの記入方法が理解できて良かった。 

・実際に老朽化した現場、危険箇所を見ることによって意識付けになった。 

・現場を知ることで解りやすい内容でした。 

・具体的に問題のある構造物を見ることにより、点検の重要性を理解することができた。 

・対馬 

・現状を理解することができた。 

・普段は橋の下などは見ないので、現状を理解することが出来た。 

 

６．今後、上クラスの『道守補コース』を受講したいと思いますか？ 

7

1

0

3

1

2

7

2

2

2

6

0 5 10 15 20 25

受講したい

受講しなくてよい

どちらとも言えない

雲仙

上五島

東彼杵

対馬
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３ 道守補養成コース 

 

３．１ 概要 

 

道守補コースは、道路インフラ施設の点検作業・記録ができる一級土木施工管理技士

レベルの人材の養成を行った。 

カリキュラムは、講義・演習・実習で構成され、構造物概論、構造物維持管理概論、

斜面･トンネル･舗装点検概論、コンクリート構造物点検概論・演習・実習、鋼構造物点

検概論・演習・実習を行った。 

 

◇対 象  ：地元企業職員、地元企業 OB、自治体職員、地元自治体 OB など 

◇到達レベル：土木施工管理技士レベル 

◇募集方法 ：長崎県土木部、長崎県建設業協会、長崎県測量設計業協会、長崎県建

設技術研究センター等を通じて、各企業への参加協力依頼、HP 等 

◇募集人員 ：前期 10 名程度 

  後期 15 名程度 

◇応募者数 ：42 名 

◇受講者数 ：前期 12 名 

  後期 16 名 

◇実施時期 ：前期 5 月 14 日(金)～7 月 9 日(金) 正味 8 日間 

  後期 10 月 8 日(金)～11 月 19 日(金) 正味 8 日間 

◇講義時間 ：13:00～18:00（カリキュラム参考）※39 時間 

◇講義概要 ：講義・点検演習・現場実習（講義実施報告参考） 

◇受 講 料 ：無料 

◇認定試験 ：前期 7 月 24 日(金) 筆記試験(4 択問題 25 問)、面接試験 

  後期（下五島）12 月 10 日(金) 筆記試験(4 択問題 25 問)、面接試験 

後期 (大 村) 12 月 17 日(金) 筆記試験(4 択問題 25 問)、面接試験
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３．２ カリキュラム 

 

＜前期＞ 

１限
（13:00～13:50）

２限
（14:00～14:50）

３限
（15:00～15:50）

４限
（16:00～16:50）

５限
（17:00～17:50）

7月2日
(金)

5月14日
(金)

5月21日
(金)

5月28日
(金)

6月4日
(金)

6月11日
(金)

6月18日
（金）

6月25日
(金)

鋼構造物点検概論(2) 鋼構造物点検事例(1)

コンクリート構造物点検実習

道守の役割 構造物維持管理概論 橋梁概論
斜面・トンネル・舗装の

維持管理(1)
斜面・トンネル・舗装の

維持管理(2)

コンクリート構造物
点検事例(2)

コンクリート構造物
点検事例(1)

コンクリート構造物
点検概論(3)

コンクリート構造物
点検概論(2)

コンクリート構造物
点検概論(1)

鋼構造物点検概論(3) 鋼構造物点検概論(1)

鋼構造物点検演習 (1)

鋼構造物点検実習

鋼構造物点検事例(2)

コンクリート構造物点検演習 (1)長崎県の道路構造物の現状

道路構造物の維持管理
に関する安全管理

コンクリート構造物点検演習(2)

 

 

 

＜後期:下五島＞ 

 

 

 

１限
（9:00～9:50）

2限
（10:00～10:50）

3限
（11:00～11:50）

4限
（13:00～13:50）

5限
（14:00～14:50）

6限
（15:00～15:50）

7限
（16:00～16:50）

8限
（17:00～17:50）

11月12日
(金)

10月8日
(金)

10月15日
(金)

10月22日
(金)

10月29日
(金)

11月4日
(木)

11月5日
（金）

11月11日
(木)

鋼構造物点検概論(3) 鋼構造物点検事例(1)

道守の役割 構造物維持管理概論 橋梁概論
斜面・トンネル・舗装の

維持管理概論(1)
斜面・トンネル・舗装の

維持管理概論(2)

コンクリート構造物
点検事例(2)

コンクリート構造物
点検事例(1)

コンクリート構造物
点検概論(3)

コンクリート構造物
点検概論(2)

コンクリート構造物
点検概論(1)

鋼構造物点検概論(1) 鋼構造物点検概論(2)

鋼構造物点検実習

鋼構造物点検事例(2)

長崎県の道路構造物の現状
道路構造物の維持管理

に関する安全管理
コンクリート構造物点検演習 鋼構造物点検演習

コンクリート構造物点検実習

コンクリート構造物点検演習（1）

コンクリート構造物点検演習（2） 鋼構造物点検演習 (1)

－ 32 －



 

 

＜後期:大村＞ 

１限
（9:00～9:50）

2限
（10:00～10:50）

3限
（11:00～11:50）

4限
（13:00～13:50）

5限
（14:00～14:50）

6限
（15:00～15:50）

7限
（16:00～16:50）

8限
（17:00～17:50）

11月19日
(金)

10月8日
(金)

10月15日
(金)

10月22日
(金)

10月29日
(金)

11月4日
(木)

11月5日
（金）

11月18日
(木)

鋼構造物点検概論(3) 鋼構造物点検事例(1)

道守の役割 構造物維持管理概論 橋梁概論
斜面・トンネル・舗装の

維持管理概論(1)
斜面・トンネル・舗装の

維持管理概論(2)

コンクリート構造物
点検事例(2)

コンクリート構造物
点検事例(1)

コンクリート構造物
点検概論(3)

コンクリート構造物
点検概論(2)

コンクリート構造物
点検概論(1)

鋼構造物点検概論(1) 鋼構造物点検概論(2)

鋼構造物点検実習

鋼構造物点検事例(2)

長崎県の道路構造物の現状
道路構造物の維持管理

に関する安全管理
コンクリート構造物点検演習 鋼構造物点検演習

コンクリート構造物点検実習

コンクリート構造物点検演習（1）

コンクリート構造物点検演習（2） 鋼構造物点検演習 (1)
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３．３ 実施報告 

 

 

講 義 名 構造物維持管理概論 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 時 
前期：5 月 14 日(金)14:00～14:50 

後期：10 月 8 日(金)14:00～14:50 

実 施 場 所 
前期：工学部 6 番講義室 

後期：五島振興局、長崎県建設技術センター（NERC） 

担 当 講 師 名 松田 浩 

時 間 数 1 時間 

内 容 

・荒廃するアメリカ 

・ドイツの事例 

・「荒廃する日本」としないための道路管理 

・木曽川大橋、本荘大橋のトラス斜材の破断 

・道路橋の予防保全に向けた提言 

・点検の制度化、点検及び診断の信頼性確保、技術推進、 

・技術拠点の整備、データベースの構築と活用 

 

講 義 名 道守の役割 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 時 
前期：5 月 14 日(金)13:00～13:50 

後期：10 月 8 日(金)13:00～13:50 

実 施 場 所 
前期：工学部 6 番講義室 

後期：五島振興局、長崎県建設技術センター（NERC） 

担 当 講 師 名 松田 浩 

時 間 数 1 時間 

内 容 

・工学部重点研究センター構想 

・長崎県の現状と地域再生に向けた取組状況 

・長崎県の観光施設,長崎県の渡海橋,荒廃するアメリカの教訓、長崎県

橋梁長寿命修繕計画 

・観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット 

養成する人材、カリキュラム、社会資本整備の将来像、本事業により

期待される効果、道守の役割と責任、認定後の活動、人材養成に関す

る協力体制 
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講 義 名 橋梁概論 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 時 
前期：5 月 14 日(金)15:00～15:50 

後期：10 月 8 日(金)15:00～15:50 

実 施 場 所 
前期：工学部 6 番講義室 

後期：五島振興局、長崎県建設技術センター（NERC） 

担 当 講 師 名 松田 浩 

時 間 数 1 時間 

内 容 

・橋梁の構成部材 

上部工の形式、下部工の形式、基礎の形式、支承 

・橋梁技術の変遷 

コンクリート橋技術の変遷、鋼橋技術の変遷、下部工技術の変遷 

支承技術の変遷 

・橋梁の使用材料とその劣化 

使用材料、コンクリートの劣化、鋼の劣化、ケーブルの劣化、塗装材

料の劣化 

 

講 義 名 斜面・トンネル・舗装の維持管理(1)(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 時 
前期：5 月 14 日(金)16:00～17:50 

後期：10 月 8 日(金)16:00～17:50 

実 施 場 所 
前期：工学部 6 番講義室 

後期：五島振興局、長崎県建設技術センター（NERC） 

担 当 講 師 名 蒋 宇静、杉本 知史 

時 間 数 2 時間 

内 容 

・トンネル 

トンネルの分類と機能、日本のトンネルの現状、トンネルの変状の概

説、トンネルの塑性圧によるメカニズム、緩み圧による変状メカニズ

ム 

・斜面（岩盤） 

破壊形態、破壊要因、崩壊事例、斜面（岩盤）の維持管理 

・舗装道路現況（長崎県内）舗装の断面構成 

舗装の維持修繕の基本的流れ、舗装補修箇所選定フロー、路面性状の

評価項目、路面性状の測定法の概要、ひび割れ率・わだち掘れ量の算

出・平たん性の算出、舗装の損傷と維持修繕工法 
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講 義 名 コンクリート構造物点検概論(1)～(3) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 時 
前期： 5 月 21 日(金)13:00～15:50 

後期：10 月 15 日(金)13:00～15:50 

実 施 場 所 
前期：工学部 6 番講義室 

後期：五島振興局、長崎県建設技術センター（NERC） 

担 当 講 師 名 出水 享 

時 間 数 3 時間 

内 容 

・点検の目的、点検の種類、点検の頻度、点検のフロー点検計画、点検

の準備、点検結果の記録と保存、記録と保存、記録事項、記録方法、

記録の保存、参考図書と関連法規 

・コンクリート構造物の変状の特徴 

初期欠陥、劣化、構造的変状、損傷 

・コンクリート構造物の変状の点検のポイント 

点検時の着目点、コンクリート桁、コンクリート橋台、橋脚、基礎、

伸縮装置、支承、排水施設、標識・照明施設 

・コンクリート橋の点検技術 

微破壊調査の種類 

 

講 義 名 コンクリート構造物点検事例(1)(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 時 
前期： 5 月 21 日(金)16:00～17:50 

後期：10 月 15 日(金)16:00～17:50 

実 施 場 所 
前期：工学部 6 番講義室 

後期：五島振興局、長崎県建設技術センター（NERC） 

担 当 講 師 名 上阪 康雄 

時 間 数 2 時間 

内 容 

既設コンクリート構造物は、老齢期に入ってきている。老齢期に入っ

たコンクリート構造物は劣化•損傷していく。そのため、早期にコンク

リート構造物の点検を行い、コンクリートの劣化程度や鉄筋の腐食状態

を把握し、適切な維持補修を行うことで、構造物の寿命を長持ちさせる

ことが大切である。本講義の主な内容は、コンクリート構造物の塩害、

中性化、アル骨および床版疲労等の具体的な点検事例を挙げながら説明

する。また、コンクリート橋の予防保全と構造物の小規模補修について

説明する。 
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講 義 名 鋼構造物点検概論(1)～(3) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 時 
前期： 5 月 28 日(金)13:00～15:50 

後期：10 月 22 日(金)13:00～15:50 

実 施 場 所 
前期：工学部 6 番講義室 

後期：五島振興局、長崎県建設技術センター（NERC） 

担 当 講 師 名 勝田 順一、安波 博道、中村 聖三 

時 間 数 3 時間 

内 容 

1．鉄鋼材料の溶接 

1.1 鉄金属の分類  1.2 鉄鋼材料  1.3 溶接 

2．主な損傷・一般 

2.1 一般  2.2 防食機能の劣化・腐食  2.3 疲労 

2.4 遅れ破壊 

3．点検・検査 

3.1 一般  3.2 点検の種類  3.3 主な点検項目と調査方法 

3.4 損傷判定基準と対策区分判定  3.5 各種非破壊検査 

 

講 義 名 鋼構造物点検事例 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 時 
前期： 5 月 28 日(金)16:00～17:50 

後期：10 月 22 日(金)16:00～17:50 

実 施 場 所 
前期：工学部 6 番講義室 

後期：五島振興局、長崎県建設技術センター（NERC） 

担 当 講 師 名 安波 博道、阿部 允 

時 間 数 2 時間 

内 容 

①鋼材腐食、塗膜劣化 

鋼橋の塗膜劣化・腐食の実態（腐食損傷の実態、腐食損傷発生の原因）、

橋の構造安全性と長寿命化計画、解決方法、腐食損傷に着目した点検（構

造安全性を守る点検、現地踏査、点検）、腐食損傷に関する点検・調査

事例（トラス斜材の床版埋設部、海上橋） 

②疲労 

処方箋の作成、下路トラスの疲労腐食マップ、疲労とは、検査はどの

ように行うか、対策はどうするか 
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講 義 名 長崎県の道路構造物の現状 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 時 
前期：  6 月 4 日(金)13:00～13:50 

後期：10 月 29 日(金)13:00～13:50 

実 施 場 所 
前期：工学部 6 番講義室 

後期：五島振興局、長崎県建設技術センター（NERC） 

担 当 講 師 名 山口 英人 

時 間 数 1 時間 

内 容 

１.長崎県の道路状況 

２.公共土木施設等維持管理基本方針 

３.橋梁の維持管理計画について 

４.舗装の維持管理計画について 

５.道路防災事業計画について 

６.トンネルの維持管理計画について 

 

講 義 名 道路構造物の維持管理に関する安全管理 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 時 
前期： 6 月 11 日(金)13:00～13:50 

後期：10 月 29 日(金)14:00～14:50 

実 施 場 所 
前期：工学部 6 番講義室 

後期：五島振興局、長崎県建設技術センター（NERC） 

担 当 講 師 名 末弘 義守 

時 間 数 1 時間 

内 容 

①危険性・有害性等の調査とその低減対策 

危険性・有害性等の調査の目的、専門店社が実施する危険性・有害性

等の調査、危険性・有害性等の安全衛生計画への反映、危険性・有害性

等の調査の方法、作業手順からの危険性・有害性の調査、安全衛生パト

ロールからの危険性・有害性の調査、労働安全衛生マネジメントシステ

ム 

②改正労働安全衛生法のポイント 

危険性・有害性等の調査及び必要な措置の実施（法第２８条の２）、

認定事業者に対する計画届の免除（法第８８条）、安全衛生管理体制の

強化（安衛則第２１条～第２３条等）、免許・技能講習制度の見直し 
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講 義 名 コンクリート構造物点検演習(1)(2) 

講 義 形 態 講義、演習 

実 施 日 時 

前期：6 月 4 日(金)14:00～17:50、6 月 11 日(金)14:00～17:50 

後期：(講義)10 月 29 日(金)15:00～15:50 

(演習)11 月 4 日(木)13:00～16:50、11 月 5 日(金)9:00～11:50 

実 施 場 所 

前期：(講義)工学部 6 番講義室、(演習)長崎大学敷地内 

後期：(講義)五島振興局、長崎県建設技術センター 

(演習)長崎大学敷地内 

担 当 講 師 名 上阪 康雄、森山 雅雄、出水 享、渡部 祐介、牧野 高平 

時 間 数 8 時間 

◆概要 

実際のコンクリート構造物の維持管理で使用されている代表的な非破壊試験器や各種

点検機器の使用方法、特徴、測定原理、精度等を講義と実技演習を行った。 

まず、実技演習で使用する装置の使用方法、特徴、測定原理、精度、測定事例等の講

義を行った。講義終了後、演習場所に移動し①赤外線法、②電磁誘導法、③電磁波レー

ダ法、④反発度法、⑤レーザー距離計、⑥回転式打音検査法、⑦超音波法、⑧自然電位

法、⑨中性化ドリル法、⑩コア採取等についてそれぞれ実技演習を行うとともに計測機

器の紹介を行った。実技演習には、ひび割れ、剥離、空洞を模擬した試験体、鉄筋を配

筋させた試験体や解体された橋梁の一部等を用いて各種測定、試験を行った。 

①赤外線法（写真 1） 

赤外線サーモグラフィーを用いてコンクリート壁の剥離の状況の確認を行った。 

②電磁誘導法（写真 2） 

鉄筋探査機を用いて電磁誘導法による鉄筋探査を行なった。鉄筋探査には、格子状の

配筋を模擬した鉄筋探査用試験体を用いた。 

③電磁波レーダ法（写真 3） 

鉄筋探査機を用いて電磁波レーダ法による鉄筋探査を行なった。鉄筋探査には、鉄筋

を配筋させた試験体や大学校舎の鉄筋コンクート壁や柱を用いた。 

④反発度法（写真 4） 

反発度測定器を用いてコンクリート試験体の反発硬度を測定し、圧縮強度を推定した。

硬度測定には、解体された橋梁の一部や大学校舎の鉄筋コンクート壁や柱を用いた。

⑤レーザー距離計 

レーザー距離計を用いて距離測定を行った。 

⑥回転式打音検査法（写真 5） 

回転式打音検査器を用いて、浮き・剥離の有無の判定を行なった。剥離・空洞の有無

の判定には、剥離・空洞を模擬した試験体を用いた。 

⑦超音波法（写真 6） 

超音波測定器用いて、超音波によるひび割れ深さ測定と空洞探査を行なった。ひび割

れ深さ測定と空洞探査には、ひび割れと空洞を模擬した試験体を用いた。 
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⑧自然電位法（写真 7） 

自然電位測定器を用いて、鋼材の腐食の可能性を調査した。自然電位測定には、鉄筋

を配筋させた試験体を用いた。 

⑨中性化ドリル法（写真 8） 

電動ドリルを用いて中性化試験を行なった。中性化ドリル法には、解体された橋梁の

一部を使用した。 

⑩コア採取（写真 9） 

コンクリートコアカッターを用いてコア採取を行なった。採取したコアにフェノール

フタレイン 1％溶液を噴霧して中性化深さ試験を行なった。コア採取には、解体された

橋梁の一部を使用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 赤外線法演習状況       写真 2 電磁誘導法演習状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3 電磁波レーダ法演習状況       写真 4 反発度法演習状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5 回転打音検査法演習状況       写真 6 超音波法演習状況 
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講 義 名 コンクリート構造物点検実習 

講 義 形 態 現場実習 

実 施 日 時 

前期：6 月 18 日(金)13:00～17:50 

後期：(五島)11 月 11 日(木)13:00～17:50 

   (大村)11 月 18 日(木)13:00～17:50 

実 施 場 所 

前期：梨ノ木橋、小松橋 

後期：(五島)川原橋、久木崎 3 号橋 

   (大村)庵ノ川内橋、山口橋、下大渡野高架橋 

担 当 講 師 名 森田 千尋、上阪 康雄、出水 享、渡部 祐介、牧野 高平、 

時 間 数 5 時間 

◆概要 

長崎県および各市町から提供していただいた変状が生じている橋梁（前期：梨ノ木橋、

小松橋、後期(五島)：川原橋、久木崎 3 号橋、後期(大村)：庵ノ川内橋、山口橋、下大

渡野高架橋）を対象として点検実習を行った。点検場所にはバスで移動し、現地では点

検の際に着目すべき部位や部材、損傷劣化が生じやすい部位や部材、点検の心得、点検

シートの記載方法、写真の撮影方法、コンクリート点検演習で用いた機器の使用方法な

どの講義を行った。その後に受講生は、各自点検を行い点検シートに損傷図、損傷写真

等を記載し、後日作成した点検シートを提出してもらった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7 自然電位法演習状況       写真 8 中性化ドリル法演習状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 9 コア採取演習状況 
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◆前期コース行程： 

長崎大学  ⇒  梨ノ木橋現場実習  ⇒  小松橋現場実習  ⇒  長崎大学 

13:00     14:10～15:10(約 60 分）  15:40～16:40(約 60 分)   17:50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆後期コース行程（五島）： 

五島振興局  ⇒  川原橋現場実習  ⇒  久木崎3号橋現場実習  ⇒ 五島振興局

13:00      13:30～14:30(約 60 分）   15:00～16:00(約 60 分)       17:50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久木崎３号橋 

川原橋 

梨ノ木橋 

小松橋 
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◆後期コース行程（大村）： 

NERC ⇒ 庵ノ川内橋、山口橋現場実習  ⇒  下大渡野高架橋現場実習 ⇒ NERC 

13:00    13:30～14:30(約 60 分）        15:00～16:00(約 60 分)      17:50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆梨ノ木橋（なしのきばし） 

架設年次：1978 年（昭和 53 年）、橋梁形式：1 径間鉄筋コンクリート床版橋、 

橋長：20.8ｍ、幅員：4.4ｍ、交差物件：河川（多以良川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庵ノ川内橋 

山口橋 

下大渡野高架橋 
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◆小松橋 

架設年次：不明、交差物件：河川（塚堂川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆川原橋（かわはらばし） 

架設年次：1968 年（昭和 39 年）、橋長：約 46.0m、全幅員：8.0m、 

橋梁形式：2 径間プレストレストコンクリート T 桁橋、交差物件：河川 
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◆久木崎 3 号橋（くぎさき 3 ごうきょう） 

架設年次：不明、橋長：5.1m、幅員：4.1m、 

橋梁形式：1 径間鉄筋コンクリート床版橋、交差物件：河川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆庵ノ川内橋（あんのかわちばし） 

架設年次：1988 年（昭和 63 年）、橋長：約 18.8m、全幅員：25.8m、 

橋梁形式：1 径間プレストレストコンクリート T 桁橋 
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◆山口橋（やまぐちばし） 

架設年次：1969 年（昭和 44 年）、橋長：約 20.0m、全幅員：9.0m、 

橋梁形式：1 径間プレストレストコンクリート床版橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆実習状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習状況（梨ノ木橋）         実習状況（梨ノ木橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習状況（小松橋）         実習状況（小松橋） 
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実習状況（川原橋）           実習状況（川原橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習状況（久木崎 3 号橋）        実習状況（久木崎 3 号橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習状況（庵ノ川内橋）         実習状況（庵ノ川内橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習状況（山口橋）           実習状況（山口橋） 
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◆点検シート記載例（梨ノ木橋） 
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◆点検シート記載例（小松橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 49 －



 

 

◆点検シート記載例（川原橋） 
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◆点検シート記載例（久木崎 3 号橋） 
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◆点検シート記載例（庵ノ川内橋） 
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◆点検シート記載例（山口橋） 
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講 義 名 鋼構造物点検演習 

講 義 形 態 講義、演習 

実 施 日 時 

前期：6 月 25 日(金)13:00～16:50 

後期：(講義)10 月 29 日(金)16:00～16:50、 

(演習)11 月 5 日(金)13:00～15:50 

実 施 場 所 

前期：(講義)工学部 6 番講義室、(演習)インフラ長寿命化センター 

後期：(講義)五島振興局、長崎県建設技術センター 

(演習)インフラ長寿命化センター 

担 当 講 師 名 白仁田 聖紀、出水 享、渡部 祐介、牧野 高平 

時 間 数 4 時間 

◆概要 

実際の鋼構造物の維持管理で使用されている代表的な非破壊試験器や各種点検機器

の使用方法、特徴、測定原理、精度等を講義と実技演習を行い理解してもらった。 

まず、実技演習で使用する装置の使用方法、特徴、測定原理、精度、測定事例等の講

義を行った。講義終了後、演習室に移動し、①浸透探傷試験、②渦流探傷試験、③磁粉

探傷試験、④膜厚測定、⑤超音波厚さ測定・錆厚測定、⑥インピーダンス測定、⑦疲労

試験について演習を行なった。演習には、劣化・き裂等を模擬した試験片を作成し、そ

れを用いて各種測定、試験を行った。 

①浸透探傷試験（写真 1） 

浸透探傷用の溶剤を用いて、き裂の有無を判定し、さらにき裂の位置や長さなどのス

ケッチを行った。き裂の有無の判定には、き裂を模擬した試験片を用いた。 

②渦流探傷試験（写真 2） 

渦流探傷器を用いて、き裂の位置、長さを測定した。き裂の位置、長さの測定には、

き裂を模擬した試験片を用いた。 

③磁粉探傷試験（写真 3） 

磁粉探傷装置を用いて、き裂の有無を判定した。き裂を模擬した試験片を用いた。 

④膜厚測定・錆厚測定（写真 4） 

膜厚計を用いて、塗膜厚や錆厚測定を行った。塗膜厚測定には、塗装厚を変化させた

試験片を用い、錆厚測定には、錆厚を変化させた試験片を用いた。 

⑤超音波探傷試験（写真 5） 

超音波探傷装置を用いて、鋼部材の内部欠陥の有無を判定した。内部欠陥を模擬した

試験片を使用した。 

⑤超音波厚さ測定 

超音波厚さ測定器を用いて、厚さ測定を行った。超音波厚さ測定には、鋼、ゴムなど

の測定物の種類や厚さを変化させた試験片を用いた。 
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◆演習状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 浸透探傷試験演習状況      写真 2 過流探傷試験演習状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3 磁粉探傷試験演習状況       写真 4 膜厚測定演習状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5 超音波探傷試験演習状況 
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講 義 名 鋼構造物点検実習 

講 義 形 態 現場実習 

実 施 日 時 

前期：7 月 2 日(金)13:00～17:50 

後期：(五島)11 月 12 日(金)13:00～17:50 

   (大村)11 月 19 日(金)13:00～17:50 

実 施 場 所 

前期：荒川橋、南串橋 

後期：(五島)向橋、宇里橋 

   (大村)福田橋、小長井大橋 

担 当 講 師 名 阿部 允、森田 千尋、上阪 康雄、出水 享、渡部 祐介、牧野 高平 

時 間 数 5 時間 

◆概要 

 長崎県および各市町から提供していただいた変状が生じている橋梁（前期：荒川橋、

南串橋、後期(五島)：向橋、宇里橋、後期(大村)：福田橋、小長井大橋）を対象として

点検実習を行った。点検場所にはバスで移動し、現地では点検の際に着目すべき部位や

部材、損傷劣化が生じやすい部位や部材、点検の心得、点検シートの記載方法、写真の

撮影方法、鋼構造物点検演習で用いた機器の使用方法などの講義を行った。その後に受

講生は、各自点検を行い点検シートに損傷図、損傷写真等を記載し、後日作成した点検

シートを提出してもらった。 

◆前期コース行程： 

長崎大学  ⇒  荒川橋現場実習  ⇒  南串橋現場実習  ⇒  長崎大学 

13:00     14:00～15:00(約 60 分） 15:40～16:40(約 60 分)   17:50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南串橋 

荒川橋 
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◆後期コース行程（五島）： 

五島振興局  ⇒  宇里橋現場実習  ⇒  向橋現場実習  ⇒  五島振興局 

13:00      13:30～14:30(約 60 分）  15:00～16:00(約 60 分)   17:50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆後期コース行程（大村）： 

NERC  ⇒  福田橋現場実習  ⇒  小長井大橋現場実習  ⇒  NERC 

13:00   14:00～15:00(約 60 分）   15:40～16:40(約 60 分)       17:50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

向橋 

宇里橋 

福田橋 

小長井大橋 

－ 57 －



 

 

◆荒川橋（あらかわばし） 

架設年次：1980 年（昭和 55 年）、橋梁形式：1 径間鋼トラスドランガー橋、 

橋長：115ｍ、幅員：10ｍ、交差物件：河川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆南串橋（なぐしばし） 

架設年次：1981 年（昭和 56 年）、橋梁形式：3 径間鋼 I 桁橋、 

橋長：41.3ｍ、幅員：4ｍ、交差物件：河川 
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◆宇里橋（うざとばし） 

架設年次：1973 年（昭和 48 年）、橋梁形式：1 径間鋼 I 桁橋、 

橋長：15.6ｍ、幅員：4.8ｍ、交差物件：河川 
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◆向橋（むかいばし） 

架設年次：1968 年（昭和 43 年）、橋梁形式：1 径間鋼 I 桁橋、 

橋長：17.4ｍ、幅員：3.6ｍ、交差物件：河川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆福田橋（ふくだばし） 

架設年次：1974 年（昭和 49 年）、橋梁形式：1 径間鋼 I 桁橋、 

橋長：24ｍ、幅員：15.9ｍ、交差物件：河川（福田川） 
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◆小長井大橋（こながいおおはし） 

架設年次：1976 年（昭和 51 年）、橋梁形式：8 径間鋼 I 桁橋、 

橋長：304.2ｍ、幅員：8.8ｍ、交差物件：海 
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◆実習状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習状況（荒川橋）          実習状況（荒川橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習状況（南串橋）          実習状況（南串橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習状況（宇里橋）           実習状況（宇里橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習状況（向橋）          実習状況（向橋） 
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実習状況（福田橋）          実習状況（福田橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習状況（小長井大橋）        実習状況（小長井大橋） 
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◆点検シート記載例（荒川橋） 
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◆点検シート記載例（南串橋） 
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◆点検シート記載例（宇里橋） 
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◆点検シート記載例（向橋） 
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◆点検シート記載例（福田橋） 
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◆点検シート記載例（小長井大橋） 
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３．４ 受講生の属性 

 

受講生の属性等に関する情報を得るためアンケートを実施した。アンケート結果を以

下に示す。 

 

１．所属 

1

5

6

5

2

7

1

0 5 10 15 20 25 30 35 40

県、市、町

技術センター

コンサルタント

建設業者

ＯＢ

その他

道守補（前）

道守補（後）

 

【その他内訳】 

製造業（生コン） 

 

２．経験年数 

1

11

2

11

2

0 5 10 15 20 25 30 35 40

５年未満

５～１０年

１０年以上

道守補（前）

道守補（後）

 

 

３．年齢 

1

3

2

1

3

1

1

2

1

2

6

1

2

1

0 5 10 15 20 25 30 35 40

３０歳まで

３５歳まで

４０歳まで

４５歳まで

５０歳まで

５５歳まで

６０歳まで

６０歳以上

道守補（前）

道守補（後）
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４．所有資格（複数回答有） 

11

4

3

1

11

3

5

0 5 10 15 20 25 30 35 40

土木施工管理技士

技術士

技術士補

ＲＣＣＭ

その他

道守補（前）

道守補（後）

 

【その他内訳】 

コンクリート診断士、主任技師、二級土木施工管理技士、測量士補、 

特定化学物等作業主任者 
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３．５ 受講生のアンケート結果 

 

次年度以降の参考とするため、講義終了後にアンケートを実施した。その結果を以下

に記す。 

 

◇実施日：前期：7 月 24 日（金） 後期：12 月 10 日（金）、12 月 17 日（金） 

◇対象者：道守補受講生全 28 名 前期：12 名 後期：16 名 

 

１．本講座をどこでお知りになりましたか？ 

2

2

2

1

1

4

2

4

1

1

5

2

0 5 10 15 20 25 30 35

ホームページ

建設業協会からの紹介

測量設計業協会からの紹介

ＮＥＲＣからの紹介

国土交通省からの紹介

長崎県からの紹介

その他

道守補（前）

道守補（後）

 

【その他内訳】 

前期  

後期 新聞、会社 

 

２．本講座の受講の動機を教えてください。（複数回答可） 

7

9

3

1

7

7

2

1

13

0 5 10 15 20 25 30 35

地域に貢献するため

仕事に役立ちそうだったから

自己啓発のため

無料だったから

その他

道守補（前）

道守補（後）
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３．授業の時間数はいかがでしたか？ 

1

2

8

1

13

1

1

0 5 10 15 20 25 30 35

（少なかった）　１

２

３

４

（多かった）　５

道守補（前）

道守補（後）

 

【講義時間帯について】 

前期 

・土曜日に講義があれば良かった。 

・遠方からの場合、丸 1 日講義を受けたほうが良い。 

・1 日 3～4 時間程度が良い。 

後期 

・5 時終了が実施可能ならばしてほしい。 

・1 週間集中して講義を行ってほしかった。 

 

４．授業の内容はいかがでしたか？ 

4

7

0

9

4

2

0 5 10 15 20 25 30 35

（簡単すぎた）　１

２

３

４

（難しかった）　５

道守補（前）

道守補（後）

 

 

 

 

「感想」 

前期 

・既に自己確立ができているので、別の視点からの見方になじむのに時間がかかっ

た。 

・一つの講義内容の時間をもう少し長くとってもらいたかった。 

・適切な内容と講師だったと思う。 

・毎日ためになる講義であり有意義であった。ただ内容が濃く時間いっぱいである

ため質疑の時間が欲しい。 

・点検や探傷方法はマニアック過ぎると思う。実務的な打音などに重点を置いても

良いのではと思う。 

・専門分野以外は難しかった。橋の講義が多かった。 
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後期 

・低コストで維持管理できる手法についての講義を受講したい。 

・補修方法についても学びたい。 

・ＤＶＤの講義は良かった、活用できると思う。 

・ＤＶＤを見聞きしながらだと、講義途中での質問ができない。 

・講義内容が多岐にわたり深く広い内容が少なかった、日程上仕方 

がないとは思うが・・・ 

・コンリート橋ばかりでなく、鋼橋の講義を聴くことができよかった。 

・診断士の勉強に良い講義だと思います。 

 

５．演習について感想をお聞かせください。 

7

1

4

11

2

2

0 5 10 15 20 25 30 35

（良かった）　１

２

３

４

（悪かった）　５

道守補（前）

道守補（後）

 

【感想】 

前期 

・今まで使用した事が無い機器が多く大変良かった。 

・実際に機械をつかって、検査の内容が理解できた。 

・点検や探傷方法はマニアック過ぎると思う。実務的な打音などに重点を置いても

良いのではと思う。 

・様々な演習ができ良かった。 

・色々な実験でわからなかったことが理解できた。 

後期 

・楽しく勉強できました。 

・新しい機材を使用できよかった。 

・ほとんどの器具が初めて使用する物で興味がわいた。 

・試験機を操作することにより理解が深まった。 
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６．現場実習について感想をお聞かせください。 

6

1

4

1

8

3

4

0 5 10 15 20 25 30 35

（良かった）　１

２

３

４

（悪かった）　５

道守補（前）

道守補（後）

 

【感想】 

前期 

・もっと現場実習の時間があった方が良い。 

・現場で他の業種の人の意見を聞けて良かった。 

・現場のあと、講義によるフォローが欲しかった。 

・現場実習を 1 回にして、2 回目の現場実習を受講者のレポートなどを中心とした

再点検 

・橋以外にも見たかった、アスファルトの点検など。 

・現場実習時間の延長と機器を使用しての実習をして欲しい。 

・現場での時間が短かったように感じた。 

後期 

・現場実習を増やしてよいかと思います。 

・現場で実物を見ながら説明が聞けて大変よかった。 

・現場実習＋演習の形をとると非常に良いと思います。 

・舗装・斜面などの実習があると良い。 

・今までは製作・施工ばかりであったが実習を通じてメンテナンスの重要性がわか

った。 

・実習の時間が全体的に短かった。 

 

７．もし、受講料を払うとしたらいくらまで払えますか？（全８回 ３９時間） 

2

5

3

2

9

5

1

0 5 10 15 20 25 30 35

１万円まで

３万円まで

５万円まで

１０万円まで

１０万円以上

無回答

道守補（前）

道守補（後）
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８．今後、上クラスの『道守コース』『特定道守コース』を受講したいと思いますか？ 

5

1

4

2

7

8

0 5 10 15 20 25 30 35

受講したい

受講しなくてよい

どちらとも言えない

無回答

道守補（前）

道守補（後）

 

 

９．今後、上クラスの『道守コース』『特定道守コース』を受講したいと思いますか？ 

2

5

4

2

2

6

6

2

1

5

0 5 10 15 20 25 30 35

海守（港湾関係）

川守（河川関係）

山守（砂防関係）

森守（森林関係）

地下守（上下水道・ガス管関係）

その他

無回答

道守補（前）

道守補（後）

 

 

１０．全体的な感想をお聞かせください。 

前期 

・出来ればもう少し橋梁全般についての基礎を教えて欲しかった。 

・自分が知らない検査方法を行なえて良かった。 

・講義が難しいところもあったが現場での知識だけでなく専門的な話を聞けてよか

った。 

・佐世保から長崎までは遠く遠隔地でのテレビ中継による講義を検討して欲しい。 

・試験が難しかく、中間テストなどで復習させる方法が良いのではないか。 

・もう少し受講生の方々とディスカッションができる時間が欲しい。 

・新しい知識を得ることが出来、今後のために参考になった他の分野での養成ユニ

ットも行なって欲しい。 

・割りと仕事に余裕がある時期に講義を受けることが出来いろいろと参考になるこ

とが多かった。 

後期 

・実際に検査機器に触れ体験できよい経験になった。 

・ＤＶＤ講義であったため臨場感が無かった。 

・全体的に良い雰囲気で楽しく受講できました。 

・貴重な経験をさせていただきました。今後活かせるように努力したいです。 

－ 76 －



 

 

・業務で橋梁補修工事が増えてきているので、この講義が役に立った。 

・講義・演習・実習で初体験ばかりで勉強になりました。今後の道守の活動、仕事

に役立てて行きたいと思う。 

・講義・演習が大変勉強になりました。これからも業務を通じて勉強していきたい

と思います。 

・コンクリート診断士や施工管理技士の方とともに有意義な研修を受講することで

多くのことを学べました。 

・昨年度より、学校の授業に「道守活動」を取り入れ生徒とともに活動しておりま

す。 

・今後さらに学習を重ね「道守の精神」を生徒に伝えて行きたいと考えています。 

・講義資料で見づらいものがあった。 
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４ 特定道守養成コース 

 

４．１ 概要 

 

特定道守コースでは、コンクリート構造・鋼構造の 2 コースを設定し、道路インフラ施

設の診断ができ、特定の分野できわめて高度な技術を有するコンクリート診断士・鋼構造

診断士レベルの人材の養成を行った。 

カリキュラムは、講義・演習・実習・実験で構成され、道守補コースのカリキュラムに

加えて斜面・トンネル・舗装の維持管理、情報処理、計測モニタリング等の共通講座およ

び各コースの材料､施工、調査･診断・評価､補修･補強、材料実験、プロジェクト演習を行

った。 

 

◇対 象  ：地元企業職員、地元企業 OB、自治体職員、地元自治体 OB など 

◇到達レベル：コンクリート診断士、鋼構造診断士レベル 

◇募集方法 ：長崎県土木部、長崎県建設業協会、長崎県測量設計業協会、長崎県建設

技術研究センター等を通じて、各企業への参加協力依頼 

◇募集人員 ：各 3 名程度（計 6 名） 

◇応募者数 ：10 名 

◇受講者数 ：コンクリート構造 9 名、鋼構造 5 名（計 14 名） 

◇実施時期 ：5 月 14 日(金)～10 月 1 日(木) 正味 17 日間 

◇講義時間 ：カリキュラム参考 ※81 時間 

◇講義概要 ：講義・点検演習・現場実習（講義実施報告参考） 

◇受 講 料 ：無料 

◇認定試験 ：11 月 6 日(土) 

筆記試験 1(4 択問題 25 問) 

筆記試験 2-1(4 択問題 15 問＋用語説明(500 字以内)) 

筆記試験 2-2(論文形式問題(1000 字以内)) 

面接試験
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４．２ カリキュラム 

 

授 業 科 目 時間数 開 催 日 時 

道守の役割 1 

長崎県の道路構造物の現状 1 

安全管理 1 

構造物概論 1 

構造物点検概論 1 

斜面・トンネル・舗装の維持管理 2 

コンクリート構造物点検概論 3 

コンクリート構造物点検事例 2 

コンクリート構造物点検演習 8 

コンクリート構造物点検実習 5 

鋼構造物点検概論 3 

鋼構造物点検事例 2 

鋼構造物診断演習 4 

鋼構造物点検実習 5 

5 月 14 日～7 月 2 日 

8 日間 

毎週金曜日 

13:00～17:50

斜面・トンネル・舗装の維持管理 6 

計測モニタリング 2 

化学分析 2 

情報処理 2 

技術者倫理 1 

環境工学 2 

特別講演 2 

7 月 16 日～10 月 1 日 

4 日間 

毎週金曜日 

13:00～17:50

コンクリート材料､材料実験､ 

調査･診断､補修･補強､計画･設計･施工
18 

8 月 5 日～8 月 26 日 

4 日間 

※コンクリート構造コー

スのみ 

毎週木曜日 

13:00～17:50

鋼構造物材料､材料実験､ 

調査･診断､補修･補強､計画･設計･施工
18 

8 月 6 日～8 月 27 日 

4 日間 

※鋼構造コースのみ 

毎週金曜日 

13:00～17:50

プロジェクト演習 7 9 月 24 日（金）10:00～17:50 

合 計 81  
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４．３ 実施報告（道守補コースのカリキュラム分は省略する） 

 

 

講 義 名 技術者倫理 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 7 月 16 日（金）13:00～13:50 

実 施 場 所 総合教育研究棟 多目的ホール 

担 当 講 師 名 夛田 彰秀 

時 間 数 1 時間 

内 容 

技術者倫理の定義 

・各方面での倫理規範の確立 

・各方面での倫理教育の振興 

技術者倫理とは何か 

 ・わが国における「倫理」 

 ・西欧における「倫理」 

 ・米国の技術者教育認定組織：ABET における「Engineering」の定義

 

 

 

講 義 名 化学分析(1)(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 7 月 16 日（金）10:00～11:50 

実 施 場 所 総合教育研究棟 多目的ホール 

担 当 講 師 名 田邉 秀二 

時 間 数 2 時間 

内 容 

鉄やコンクリートなどの変化を化学的に調べるための方法を講義する。

①化学分析の基礎：原子・分子の構造、電子配置、周期律、化学分析の

基礎、光の吸収と放出の原理を説明する。 

②定性分析・定量分析の種類・方法：キレート滴定の原理・方法・計算

例、検量線、蛍光 X 線の原理・装置・方法などを説明する。 

③電子顕微鏡の原理と元素分析：電子顕微鏡の種類、原理、分析方法の

原理。実際に FE-SEM を見学し、コンクリート試料の観察、元素分析

などを行う。 
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講 義 名 計測モニタリング(1)(2) 

講 義 形 態 講義・演習 

実 施 日 7 月 30 日（金）13:00～14:50 

実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 

担 当 講 師 名 森山 雅雄 

時 間 数 2 時間 

内 容 

①遠隔画像計測の紹介 

・精査のための概観の必要性＝コスト低減 

・新しい画像計測手法の紹介（熱、振動、ひずみ） 

②サーモビジョンを用いた構造物観測演習 

 

 

 

 

 

 

 

講 義 名 環境工学(1)(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 7 月 16 日（金）14:00～15:50 

実 施 場 所 総合教育研究棟 多目的ホール 

担 当 講 師 名 夛田 彰秀、森山 雅雄 

時 間 数 2 時間 

内 容 

①長崎県港湾構造物を対象とした維持管理データベースの構築に 

向けた試み 

②インフラ構造物に影響を与える環境因子 

・熱（日照）、風、塩 

・環境因子の入手法 

③構造物の環境への影響 

・熱環境（温度）を決めるもの → 蒸発散 

・熱環境への構造物の影響(蒸発散阻害) 

④屋上緑化の効果 
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講 義 名 情報処理(1)(2) 

講 義 形 態 講義・演習 

実 施 日 7 月 30 日（金）15:00～16:50 

実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 

担 当 講 師 名 森山 雅雄 

時 間 数 2 時間 

内 容 

①GIS の説明と演習 

・GIS でできること（＝空間データの集積と再利用） 

・Supermap viewer を用いた GIS 演習 

②シンプレックス法による数理計画法の説明 

 

 

講 義 名 斜面、トンネル、舗装の維持管理 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 7 月 16 日（金）16:00～17:30、7 月 23 日（金）10:00～14:30 

実 施 場 所 工学部 6 番講義室 

担 当 講 師 名 石田 耕生、杉田 哲郎、光谷 修平、佐藤 秀文 

時 間 数 5 時間 

内 容 

①トンネルの維持管理 

・調査手法（打音調査、地中レーダ調査、覆工削孔調査他） 

・調査結果に対する評価（判定区分 3A～B 等） 

・補修・補強対策工（裏込め注入工、ロックボルト工他） 

②舗装の維持管理 

・路面調査（横断形状、平たん性、FWD 他） 

・補修工法（オーバーレイ、打換工法、表面処理他） 

・舗装性能評価（すり減り値、路面温度低減値他） 

③斜面・のり面の維持管理 

・土砂災害の調査技術 

・老朽化吹付のり面の復旧技術 

・グラウンドアンカーの維持管理 
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講 義 名 特別講演(1) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 10 月 1 日（金）13:00～14:30 

実 施 場 所 工学部 3 番講義室 

担 当 講 師 名 山田 健太郎 

時 間 数 1.5 時間 

内 容 

鋼橋の維持管理について 

損傷、補修、補強事例の紹介 

 ・愛岐大橋の再補修 

 ・木曽川大橋、揖斐長良大橋の損傷、補修、補強 

 ・鋼床版に発生した疲労き裂 

名古屋大学内に設置予定のモデル橋梁の紹介 

 

 

講 義 名 特別講演(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 10 月 1 日（金）14:50～16:20 

実 施 場 所 工学部 3 番講義室 

担 当 講 師 名 花井 拓 

時 間 数 1.5 時間 

内 容 

コンクリート橋の維持管理について 

日本の道路橋の現状 

コンクリート橋梁の損傷事例 

土木研究所 CAESAR の取組 

撤去橋梁（コンクリート橋）を用いた臨床研究 
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講 義 名 コンクリート材料概論 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 8 月 5 日（木）9:00～9:50 

実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 

担 当 講 師 名 松田 浩 

時 間 数 1 時間 

内 容 

①セメント 

②混和剤 

③混和材 

④超高強度コンクリート（建築系） 

⑤超高強度繊維補強コンクリート（土木系） 

（Ultra high strength fiber reinforced concrete, UFC） 

※コンクリート構造コース 

 

講 義 名 調査手法(1)(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 8 月 5 日（木）10:00～11:50 

実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 

担 当 講 師 名 松田 浩 

時 間 数 2 時間 

内 容 

○ひずみ計測、変位計測 

 ・計測装置概要（ひずみゲージ、変位計） 

 ・計測箇所、設置方法 

○橋梁の載荷試験について 

 ・静的試験（試験方法、計測機器） 

 ・動的試験（試験方法、計測機器） 

 ・応力頻度試験（試験方法、計測機器） 

 ・ピークバレー法 

○最新のひずみ・変位計測について 

 ・デジタル画像相関法、レーザードップラー速度計 

※コンクリート構造コース 
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講 義 名 予測・評価方法・判定基準(1)(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 8 月 5 日（木）13:00～14:50 

実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 

担 当 講 師 名 松田 浩 

時 間 数 2 時間 

内 容 

○評価および判定 

・変状原因の推定 

・構造物の性能照査 

・対策の要否判定 

・劣化に対する評価・判定 

○構造物の性能評価 

・構造物の性能照査と構造性能評価 

・復元設計 

・構造性能の評価 

○コンクリート構造物の耐震診断・耐震補強 

・耐震診断 

・耐震補強 

※コンクリート構造コース 

 

講 義 名 材料実験(1)～(4) 

講 義 形 態 演習 

実 施 日 8 月 5 日（木）15:00～16:50、8 月 26 日（木）13:00～14:50 

実 施 場 所 工学部 構造材料実験室 

担 当 講 師 名 出水 享、渡部 祐介、牧野 高平 

時 間 数 4 時間 

内 容 

①圧縮試験 

コンクリートの配合(水セメント比)による圧縮強度の変化の確認。 

②割裂引張試験 

コンクリートの配合(水セメント比)による引張強度の変化の確認。 

③曲げ載荷試験 

スターラップ筋の有無による破壊挙動および破壊形態の変化の確認。

鋼繊維補強コンクリートの使用による補強効果の確認。 

炭素繊維シートの使用による補強効果の確認。 

使用試験体 ・主筋のみを有する試験体 

       ・主筋＋スターラップを有する試験体 

       ・鋼繊維補強コンクリートを使用した試験体 

※コンクリート構造コース 
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講 義 名 コンクリート施工 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 8 月 26 日（木）9:00～9:50 

実 施 場 所 工学部 6 番講義室 

担 当 講 師 名 濱田 秀則 

時 間 数 1 時間 

内 容 

コンクリート工事の施工に関して各工程およびコンクリート標準示方

書に関しての講義を行う。 

①コンクリート施工について 

・運搬 

・打ち込み（シュート、ポンプ圧送、締固め等） 

・養生（日数、養生方法等） 

・その他（種々のコンクリート等について） 

②コンクリート標準示方書について 

・示方書の歴史 

・示方書の将来 

※ コンクリート構造コース 

 

講 義 名 対策・補修・補強工法(1)(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 8 月 26 日（木）10:00～11:50 

実 施 場 所 工学部 6 番講義室 

担 当 講 師 名 濱田 秀則 

時 間 数 2 時間 

内 容 

コンクリート構造物の補修・補強に関してアセットマネジメント、ライ

フサイクルマネジメントの考え方を元に講義を行う。 

①社会基盤施設のアセットマネジメントについて 

②ライフサイクルマネジメントについて 

③補修・補強の定義、工法の分類について 

 補修：ひび割れ補修工法、断面修復工法、表面被覆工法、表面含浸 

工法、電気化学的防食工法、付属物の補修、他 

 補強：プレストレスの導入、補強材の追加、コンクリート断面の増加、

    コンクリート部材の交換、部材の追加、支持点の追加 

④補修・補強工法の事例紹介 

※コンクリート構造コース 
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講 義 名 

①調査計画立案演習(1)(2) 

②予測・評価演習(1)(2) 

③補修・補強計画立案演習(1)(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 8 月 26 日（木）15:00～17:50、9 月 10 日（金）9:00～11:50 

実 施 場 所 工学部 6 番講義室 

担 当 講 師 名 上阪 康雄 

時 間 数 計 6 時間（①②③各 2 時間） 

内 容 

2 日間を通してコンクリート橋の①計測、②診断、③補修・補強の一連

の流れに関して実例を用いて講義、演習を行った。 

(1) 8 月 26 日（木） 

・損傷原因の調査と評価 

中性化、塩害、アルカリ骨材反応 

・各種システムを用いた調査結果の分析と劣化予測 

 中性化、塩害 

・調査・診断評価の結果 

 原因の明確化、リスクに対する安全度、延命化のメリット他 

・必要とする対策 

 部分補修、全面補修、補修＋補強 

・実施計画立案 

 補修範囲、補修工法の比較検討、実施計画書の作成、他 

・補修工法について 

 断面修復工（左官工法、吹付け工法、充填工法） 

表面処理工（表面被覆工法、表面含浸工法） 

(2) 9 月 10 日（金） 

・塩害を受けた PC 橋の詳細調査 

 荷重車、非破壊検査、はつり 

・耐荷力の評価・診断 

 FEM 解析による検討 

・LCC の最小化・更新投資の平準化・長寿命化（予防保全） 

 予防保全を目指した最適補修 

 予防保全を目指した小規模補修 

 一般的な後追い方の補修 

・対策工の選定と保障期間・補修費 

※コンクリート構造コース 
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講 義 名 材料概論(1)～(3) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 8 月 6 日（金）9:00～11:50 

実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 

担 当 講 師 名 勝田 順一、中村 聖三、才本 明秀 

時 間 数 3 時間 

内 容 

○点検・診断の概要 

 目的、基本的流れ、診断と性能照査他 

○主要材料の性質と変遷 

 鋼材、防食材料、その他材料 

○接合方法 

溶接、ボルト、接着接合 

○損傷の種類と原因推定 

 腐食、疲労、変位・変形、ゆるみ・脱落 

※鋼構造コース 

 

講 義 名 診断のための測定(1)(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 8 月 6 日（金）13:00～14:50 

実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 

担 当 講 師 名 森田 千尋、中村 聖三 

時 間 数 2 時間 

内 容 

鋼構造物の診断のための各種測定方法に関する講義を行った。 

・変位測定、変形測定、ひずみ測定 

・構造物の振動、加速度測定 

・応力頻度測定 

・劣化因子、環境測定 

・構造物周辺の振動、騒音測定 

・塗膜劣化度測定 

・腐食減厚測定 

・防食電位測定（陽極の消耗量調査含む） 

・中性化深さ試験 

・塩化物イオン含有量測定 

・アルカリ量 

※鋼構造コース 
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講 義 名 損傷部材の評価(1)(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 8 月 6 日（金）15:00～15:50、8 月 27 日（金）13:00～13:50 

実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室、工学部 6 番講義室 

担 当 講 師 名 才本 明秀、勝田 順一 

時 間 数 2 時間 

内 容 

○性能評価 

 ・性能設計 

 ・性能評価の現状 

○損傷部材の評価方法 

 ・健全度調査 

 ・健全度解析 

 ・腐食部材の性能評価 

 ・疲労部材の性能評価 

※鋼構造コース 

 

講 義 名 補修・補強概論(1)(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 8 月 6 日（金）16:00～16:50、8 月 27 日（金）14:00～14:50 

実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室、工学部 6 番講義室 

担 当 講 師 名 勝田 順一、中村 聖三 

時 間 数 2 時間 

内 容 

○疲労損傷部材の補修・補強 

 ・補修・補強の留意点 

 ・補修・補強方法、効果の確認 

○腐食損傷部材の補修・補強 

 ・補修・補強の留意点 

 ・補修補強方法 

 ・無塗装橋梁の補修 

○変形部材の補修・補強 

 ・加熱矯正、部材交換 

○防食工 

 ・塗装、溶融亜鉛めっき、電気防食、金属溶射 

※鋼構造コース 
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講 義 名 材料実験(1)～(3) 

講 義 形 態 演習 

実 施 日 8 月 6 日（金）17:00～17:50、8 月 27 日（金）10:00～11:50 

実 施 場 所 工学部 実験室 

担 当 講 師 名 才本 明秀、勝田 順一、森田 千尋、本村 文孝、河野 和芳 

時 間 数 3 時間 

内 容 

①シャルピー衝撃試験 

 鋼種、温度の違いによるによる靭性を比較 

②ビッカース硬さ試験 

 溶接部の断面を用いて溶接部、熱影響部、母材の硬さを比較 

③疲労試験 

 疲労試験機を用いて、溶接部からの疲労亀裂の進展を確認 

 き裂部の確認には浸透探傷試験を使用 

④引張強度試験 

 鋼種の違いによる引張強度、破壊挙動の確認を比較 

※鋼構造コース 
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講 義 名 

①診断のための測定計画立案演習(1)(2) 

②損傷部材の性能評価演習(1)(2) 

③補修・補強計画立案演習(1)(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 8 月 27 日（金）15:00～17:50、9 月 10 日（金）13:00～15:50 

実 施 場 所 工学部 6 番講義室 

担 当 講 師 名 安波 博道、阿部 允 

時 間 数 計 6 時間（①②③各 2 時間） 

内 容 

2 日間を通して鋼橋の①計測、②診断、③補修・補強の一連の流れに関

しての講義、演習を行った。 

(1) 8 月 27 日（金） 

○事例紹介（腐食を生じた曲弦ワーレントラス橋） 

 ・調査計画（調査範囲、足場計画） 

 ・調査・部材評価（超音波厚さ計、デプスゲージ他） 

 ・応力照査・構造改善案（フランジ材撤去、ウェブ鋼板補強） 

○実例を用いた演習（2 題） 

① 腐食による下フランジの板厚減少を生じた鋼桁橋 

 ・板厚減少を考慮した許容応力の算定 

 ・計画された補修案（補強板取付け）の妥当性の検討 

 ・発生応力度、許容応力度の再検討（詳細点検結果） 

 ②腐食により端部のウェブ、補剛材が断面欠損した鋼桁橋 

 ・断面欠損を考慮した補強材、ボルト本数の検討 

 ・トラス腹材によるウェブの補強 

(2) 9 月 10 日（金） 

○維持管理の流れ 

○定期点検の流れ 

○定量的診断について（劣化予測、性能診断、経済評価） 

 ・損傷に対する健全度判定区分（運転保安への影響、変状の程度） 

 ・組合せから決まる判定区分（冗長性、進行性） 

 ・検査事例紹介（目視検査支援システム） 

 ・限界変状の事例（ボルトの弛み、支点沈下、疲労き裂他） 

○鋼橋の健全度評価項目 

 ・損傷度、安全性、使用性、リダンダンシー 

○性能診断の事例紹介 

 ・損傷、耐力、耐久性、走行性 

 ・安全性能、耐久性能、使用性能 

※鋼構造コース 
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講 義 名 プロジェクト演習(1)～(7) 

講 義 形 態 現場実習、講義 

実 施 日 9 月 24 日（金）9:30～17:30 

実 施 場 所 工学部 5 番講義室 

担 当 講 師 名 
山根 誠一、森田 千尋、出水 享、渡部 祐介、牧野 高平、高西 正人、

浦本 和儀 

時 間 数 7 時間 

◆概要 

 長崎県より提供いただいた補修予定（または現在補修中の）のコンクリート橋、鋼橋

の各 1 橋を対象として現地での見学を行った後、県職員、大学職員、実務経験者、受講

生でディスカッションを行い、各橋梁の維持管理計画の立案を行った。ただし、鋼橋に

関しては、現場状況および当日の行程上、現場見学が困難であったため、長崎県より準

備いただいた詳細点検結果の資料を基にディスカッションを行った。ディスカッション

は、5～6 名程度のグループをつくりワークショップ形式で行った。また、演習の最後に、

グループごとにまとめた維持管理計画を発表し、討議を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現場見学状況（小ヶ倉橋）       現場見学状況（小ヶ倉橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ディスカッション状況             発表状況 
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◆タイムスケジュール 

 

時 間 帯 内           容 備 考 

9：30～12：00 現場見学（バスで移動）    小ヶ倉橋 

12：00～13：00 昼休み 

ワークショップ 

13：00～17：35 

 13:00～13:20(20 分) ワークショップの

概要説明 

            自己紹介 

 13:20～13:40(20 分) 橋梁概要（長崎県）

【劣化原因推定】 

13:40～14:10(30 分) 

【休 憩(10 分)】 

【調査計画】 

14:20～15:00(40 分) ※中間発表を含

む 

【調査結果に関する考察、対策の要否判定】 

15:00～15:30(30 分) 

【休 憩(10 分)】 

【補修・補強工法】 

15:40～16:20(40 分) 

【休 憩(10 分)】 

【発表・討議】 

16:30～17:15(45 分) ※15 分×3 グル

ープ 

【調査内容、原因推定、補修（長崎県）】 

17:15～17:35(20 分)  

対象： 

小ヶ倉橋（こがくら

ばし） 

出津橋（しつばし）

17：35～17：50  総 括 
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◆小ヶ倉橋（こがくらばし）：コンクリート橋 

橋長:60.0m、幅員：13.5m、径間数：2 径間、架設年次：1972 年 

上部工形式：ポステン中空床版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

損傷状況（抜粋） 
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◆出津橋（しつばし）：鋼橋 

橋長:171.0m、幅員:10.25m、径間数:5 径間、架設年次:1982 年（昭和 57 年） 

上部工形式:単純合成桁橋（2 連）+ 3 径間連続版桁橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

損傷状況（抜粋） 
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４．４ 受講生の属性 

 

受講生の属性等に関する情報を得るためアンケートを実施した。アンケート結果を以下

に示す。 

 

１．所属 

特定道守

1

5

8

0 5 10 15 20 25 30 35 40

県、市、町

技術センター

コンサルタント

建設業者

ＯＢ

その他

特定道守

 

 

２．経験年数 

特定道守

14

0 5 10 15 20 25 30 35 40

５年未満

５～１０年

１０年以上 特定道守

 

３．年齢 

特定道守

2

4

1

1

2

1

3

0 5 10 15 20 25 30 35 40

３０歳まで

３５歳まで

４０歳まで

４５歳まで

５０歳まで

５５歳まで

６０歳まで

６０歳以上

特定道守
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４．所有資格（複数回答有） 

特定道守

14

3

3

2

0 5 10 15 20 25 30 35 40

土木施工管理技士

技術士

技術士補

ＲＣＣＭ

その他

特定道守

 

【その他内訳】 

一級建築施工管理技士、一級塗装技能士
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４．５ 受講生のアンケート結果 

次年度以降の参考とするため、講義終了後にアンケートを実施した。その結果を以下に

記す。 

 

◇実施日：11 月 6 日（土） 

◇対象者：特定道守受講生全 14 名 

 

１．本講座をどこでお知りになりましたか？ 

3

4

7

0 5 10 15

ホームページ

建設業協会からの紹介

測量設計業協会からの紹介

ＮＥＲＣからの紹介

国土交通省からの紹介

長崎県からの紹介

その他

昨年度からの継続

 
【その他内訳】 

・社内×2 構造工学科の集まり  

・同業者 

 

２．本講座の受講の動機を教えてください。（複数回答可） 

4

13

6

2

0 5 10 15

地域に貢献するため

仕事に役立ちそうだったから

自己啓発のため

無料だったから

その他

 

 

３．授業の時間数はいかがでしたか？ 

3

9

2

0 5 10 15

（少なかった）　１

２

３

４

（多かった）　５

 

【講義時間帯について】 

・最初の計画表では長く思ったが、終わってみればあっという間でした。もう少し補修

計画を詳しく学びたかった。 

・社会人としては土日が良い。 

・3～4 時間／日程度が良いと思います。 
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・午前・午後継続で日数が少ないほうが良い。 

・現在のままでよい。 

 

４．共通科目について感想をお聞かせ下さい。(環境工学、化学分析、斜面・トンネル他) 

2

1

9

2

0 5 10 15

（簡単すぎた）　１

２

３

４

（難しかった）　５

 
【感想】 

・斜面、トンネルの分野がもう少し多くてもいいのではないでしょうか。 

・法面補修についてはもう少し時間を設けてほしかった。 

・化学分析：専門すぎてわかりにくかった。 

・専門外の科目ばかりで、非常に興味深かったし、知見が広がってよかったと思う。も

う少し深入りしたい気も･･･。 

・多面的な学習が、あらゆる角度から原因を考察する素地になると考えます。 

 

５．専門科目について感想をお聞かせ下さい。(コンクリート構造、鋼構造の各専門科目) 

5

3

6

0 5 10 15

（良かった）　１

２

３

４

（悪かった）　５

 

【感想】 

・もう少し詳細(現場的)に講座をお願いしたい。 

・鋼構造については損傷事例や補修事例などの紹介をもっとして欲しかった。 

・特殊機械の実技が特に良かった。 

・自己の知識の再確認、レベルアップが出来たと思います。 

・予想もつかない事例があり、もっと数多くの劣化事例を見たい。 
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６．プロジェクト演習について感想をお聞かせください。 

3

4

4

1

0 5 10 15

（良かった）　１

２

３

４

（悪かった）　５

 

【感想】 

・いろいろな業種の方と班を組みたい。 

・前回のアンケートにも書きましたが、もう少し時間が欲しい。 

・もう少し時間が欲しい。 

・時間が足りなかった様に思う。 

・多方面の各専門家が集まって議論できたのが大変有意義でした。 

・回数がもう少し多くても良いと思います。 

 

７．もし、授業料を払うとしたらいくらまで払えますか？ 

(全 18 回 81 時間 道守補部分含む) 

2

6

3

3

0 5 10 15

１万円まで

３万円まで

５万円まで

１０万円まで

１０万円以上

無回答

 

 

８．今後、上のクラスの『道守コース』を受講したいと思いますか？ 

3

3

6

2

0 5 10 15

受講したい

受講しなくてよい

どちらとも言えない

無回答
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９．全体的な感想をお聞かせ下さい。 

・試験について、小試験などの練習があってほしいです。 

・講義内容はもとより、受講者同士の交流、意見・情報交換が出来たのが良かったと思

います。プロジェクト演習の様な共同作業がもう少し多くても良いかと思います。 

・テスト時間が少ないように思います。 

・時間数については問題ないと思う。試験時間についてはもう少し多くしてほしい。 

・認定試験の時間をあと 1 時間増やしてください。 

・先生･スタッフの方々又受講生の皆さん、ありがとうございました。特定（鋼構造）

非常に勉強になりました。 

・道守で学んだことを、もっと生かすため来年・土木鋼構造診断士補を受験します。 

本当にありがとうございました。※実際に仕事に生かしたいものです。 

・パワーポイントによる説明は表面的になっており、試験が記述に重きにあります。 

パワーポイントの説明は詳細にお願いします。 

・大変有意義でよかったと思います。 

・貴重な講演を受講させていただきありがとうございました。地域に密着した活動を応

援するとともに参加していきたいと思いました。 

・時間不足でした。 
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５ 道守養成コース 

 

５．１ 概要 

 

道守コースでは、点検・診断の結果の妥当性を適切に評価し総合的な判断を行うことができ、

さらに維持管理に関するマネジメントができる技術士、博士（工学）レベルの人材の養成を行っ

た。 

カリキュラムは、講義・演習・実習・実験で構成され、道守補コースおよび特定道守コース（コ

ンクリート構造・鋼構造）の 2つのカリキュラムに加えてアセットマネジメント、リスクマネジ

メント、ライフサイクルマネジメント、道守総合演習などを行った。 

 

◇対 象  ：地元企業職員、地元企業 OB、自治体職員、地元自治体 OB など 

◇到達レベル：技術士レベル 

◇募集方法 ：長崎県土木部、長崎県建設業協会、長崎県測量設計業協会、長崎県建設技術研究

センター等を通じて各企業への参加協力依頼、HP 

◇募集人員 ：3 名程度 

◇応募数  ：3 名 

◇受講者数 ：3 名 

◇実施場所 ：長崎大学文教キャンパス 

◇実施時期 ：5 月 14 日(金)～10 月 21 日(木) 

◇講時時間 ：カリキュラム参考 ※25 日間 119 時間 

◇講義概要 ：講義・演習（講義実施報告参考） 

◇受 講 料 ：無料 

◇認定試験 ： 

11 月 6 日（土）筆記試験１  ：四者択一 25 問 

筆記試験２－１：四者択一 20 問＋用語説明 2分野(各 500 字以内) 

筆記試験２－２：論文形式問題 2分野(各 1000 字以内) 

12 月 11 日(土)：プレゼンテーション試験
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５．２ カリキュラム 

 

授 業 科 目 時間数 開 催 日 時 

道守の役割 1 

長崎県の道路構造物の現状 1 

安全管理 1 

構造物概論 1 

構造物点検概論 1 

斜面・トンネル・舗装の維持管理 2 

コンクリート構造物点検概論 3 

コンクリート構造物点検事例 2 

コンクリート構造物点検演習 8 

コンクリート構造物点検実習 5 

鋼構造物点検概論 3 

鋼構造物点検事例 2 

鋼構造物診断演習 4 

鋼構造物点検実習 5 

5 月 8 日～7月 2日 

8 日間 

毎週金曜日 

13:00～17:50 

斜面・トンネル・舗装の維持管理 6 

計測モニタリング 2 

化学分析 2 

情報処理 2 

技術者倫理 1 

環境工学 2 

特別講演 2 

7 月 16 日～10 月 1 日 

4 日間 

毎週金曜日 

13:00～17:50 

コンクリート材料､材料実験､ 

調査･診断､補修･補強､計画･設計･施工 
18 

8 月 5 日～8月 26 日 

4 日間 

毎週木曜日 

13:00～17:50 

鋼構造物材料､材料実験､ 

調査･診断､補修･補強､計画･設計･施工 
18 

8 月 6 日～8月 27 日 

4 日間 

毎週金曜日 

13:00～17:50 

プロジェクト演習 7 9 月 24 日（木）10:00～17:50 

アセットマネジメント 4 9 月 30 日（木） 9:00～12:50 

リスクマネジメント 4 10 月 7 日（木）  9:00～12:50 

道守総合演習 6 10 月 14 日（木） 9:00～15:50 

建設一般 2 10 月 14 日（木）16:00～17:50 

ライフサイクルアセスメント 4 10 月 21 日（木）13:00～16:50 

合 計 119  
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５．３ 講義実施報告（特定道守コースのカリキュラム分は省略する） 

 

講 義 名 リスクマネジメント(1)～(4) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 時 10 月 7 日（木）9:00～12:50 

実 施 場 所 工学部 6番講義室 

担 当 講 師 名 阿部 雅人 

時 間 数 4.時間 

内 容 

１．安全を取り巻く状況 

２．事前対策 

３．事後対応 

４．リスク評価 

 

 

 

 

 

 

講義状況 

 

 

 

 

講 義 名 アセットマネジメント(1)～(4) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 時 9 月 30 日（木）9:00～12:50 

実 施 場 所 工学部 6番講義室 

担 当 講 師 名 阿部 雅人 

時 間 数 4 時間 

内 容 

１．アセットマネジメントの目的 

２．設備投資の経済学 

３．社会基盤ストックの計測と評価 

４．アセットマネジメントの体制 
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講 義 名 ライフサイクルアセスメント(1)～(4) 

講 義 形 態 講義・演習 

実 施 時 間 10 月 21 日（木）9:00～12:50 

実 施 場 所 工学部インフラ長寿命化センター会議室 

担 当 講 師 名 髙木 朗義 

時 間 数 4 時間 

内 容 

＜講義＞ライフサイクルアセスメント、ライフサイクルコストなど、安全

性・快適性を考慮したLCCに基づく道路舗装アセットマネジメントの方法論、

災害リスクを含む社会的費用を考慮した橋梁ＬＣＣに基づく維持管理戦略 

＜演習＞パソコンを使用してサービス水準の管理、ユーザーコストの増減、

交通量の増減を考慮して補修修戦略を立てる。 

 

 

 

 

 

 

講義状況 

 

講 義 名 建設一般(1)(2) 

講 義 形 態 ディスカッション、プレゼンテーション 

実 施 時 間 10 月 14 日（木）16:00～17:50 

実 施 場 所 工学部インフラ長寿命化センター会議室 

担 当 講 師 名 山根 誠一 

時 間 数 2 時間 

内 容 

課題名「長寿命化計画策定後の（市町村における）維持管理を実行する場合

において懸念される問題を 3つ挙げ、それを解決するための方策について、

あなたの考えを述べよ」に対して、道守受講生と大学関係者の２グループに

分かれてディスカッションを行い、最後にプレゼンテーションを行った。 

 

 

 

 

 

 

ディスカッション状況 
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講 義 名 道守総合演習(1)～(6) 

講 義 形 態 講義・演習 

実 施 日 時 10 月 14 日（木）9：00～15：50 

実 施 場 所 工学部インフラ長寿命化センター会議室 

担 当 講 師 名 金子 哲也 

時 間 数 6 時間 

内 容 

＜講義＞ 

橋梁長寿命化修繕計画を元に以下の内容について講義を行った。 

・ 橋梁の健全度判定方法 

・ 点検結果から健全度診断までの一連の流れ 

・ 橋梁の健全度に応じた補修・補強工法および費用算出について 

・ 橋梁の各健全度に応じた基本的な補修・補強工法の費用算定の根拠

および各橋梁に関する費用算出の方法 

・ 劣化曲線を用いた橋梁の劣化予測、橋梁の補修・補強時期および維

持管理費用の平準化 

＜演習＞ 

パソコンを使用して、年度予算に制約を課し、配布資料の橋梁 10 橋に

対して各自、補修・補強の順序を計画し、計画による維持管理予算およ

び橋梁健全度の推移をまとめた。 

 

 

 

 

 

 

講義状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

維持管理費の平準化例 
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下ノ川橋 小ヶ倉橋
宮崎橋 新深堀橋
三ツ山橋
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５．４ 受講生の属性 

 

受講生の属性等に関する情報を得るためアンケートを実施した。アンケート結果を以下に示す。 

 

１．所属 

道守

2

1

0 5 10 15 20 25 30 35 40

県、市、町

技術センター

コンサルタント

建設業者

ＯＢ

その他

道守

 
 

２．経験年数 

道守

3

0 5 10 15 20 25 30 35 40

５年未満

５～１０年

１０年以上 道守

 

 

３．年齢 

道守

1

2

0 5 10 15 20 25 30 35 40

３０歳まで

３５歳まで

４０歳まで

４５歳まで

５０歳まで

５５歳まで

６０歳まで

６０歳以上

道守
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４．所有資格（複数回答有） 

道守

3

2

1

0 5 10 15 20 25 30 35 40

土木施工管理技士

技術士

技術士補

ＲＣＣＭ

その他

道守
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５．５ 受講生のアンケート結果 

 

 次年度以降の参考とするため、講義終了後にアンケートを実施した。その結果を以下に記す。 

 

１．本講座をどこでお知りになりましたか？ 

1

1
1

0 5 10

ホームページ

昨年度からの継続

建設業協会からの紹介

ＮＥＲＣからの紹介

長崎県からの紹介

その他

 

【その他内訳】 

・会社の上司 

 

２．本講座の受講の動機を教えてください。（複数回答可） 

2

2

1

0 5 10

地域に貢献するため

仕事に役立ちそうだったから

自己啓発のため

無料だったから

その他

 

 

３．授業の時間数はいかがでしたか？ 

1

1

1

0 5 10

（少なかった）　１

２

３

４

（多かった）　５

 

【講義時間帯について】 

・平日は、どうしても仕事と重なるので、時間調整が難しかった。 

・夕方からの講義等があれば、参加できる方が増えるのではないかと思います。 
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４．共通科目について感想をお聞かせください。（環境工学、化学分析、斜面・トンネル 他） 

1

1

1

0 5 10

（良かった）　１

２

３

４

（悪かった）　５

 

【感想】 

・化学分析や破壊試験等は、ホームページ上で動画閲覧できれば試験等の内容を学習できると

思います。著作権に触れることであれば、道守受講者に ID ナンバーを与えて、ログイン可能

にすればよいと思います。 

・各科目において、理解を深める為にも小テスト等があればよいと思います。 

・共通科目の講義内容については、一般的カリキュラムの一環として申し分ない講義と思う。 

 

５．専門科目について感想をお聞かせください。（コンクリート構造、鋼構造の各専門科目） 

2

1

0 5 10

（良かった）　１

２

３

４

（悪かった）　５

無記入

 

【感想】 

・これまで経験できなかった、レーダ探査等の調査を学習し、役立った。 

・鋼構造における炭素の含有量による強度への影響及びひび割れの発生メカニズムとひび割れ

発見が困難な状況が理解でき有意義であった。 

 

６．マネジメント科目について感想をお聞かせください。 

 （アセットマネジメント、リスクマネジメント、ライフサイクルアセスメント、建設一般） 

2

1

0 5 10

（良かった）　１

２

３

４

（悪かった）　５

 

【感想】 

・AM,RM、LA、建設一般等の講義内容は、実に高度な講義でしたが、この講義を後に生かすとす

ると仕事上もしくは、資格試験しか活用できないと思います。道守の本来の目的からすると、
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必要なことだと思いますが、資格取得により、もっと飛躍した活動、レポート提出等で CPD

等の取得につながるようにならないものでしょうか。 

・アセットマネジメント、リスクマネジメント、ライフサイクルマネジメントについては、以

前から関心があったので楽しく講義を聴かせて頂き有意義であった。 

 

７．道守総合演習について感想をお聞かせください。 

1

1

1

0 5 10

（良かった）　１

２

３

４

（悪かった）　５

 

【感想】 

・プレゼン等は、パワーポイントによるもので新鮮でした。ただ、テーマが、アセットマネジ

メントだけでなく、他のテーマを選択できるようにしてもそれぞれの受講者の個性のある発

表ができたのかも知れません。 

・もう少し、講義時間を取れるとよいと思います。 

・課題が多すぎたので、莫大な情報処理が必要となり、プレゼン資料をまとめ、編集するのが

大変であったが、長崎県が現在抱えている課題と現状を考えた結果、旨くまとめることが出

来、満足できるものが仕上がったとは思っている。 

 

８．もし、受講料を払うとしたらいくらまで払えますか？ 

2

1

0 5 10

１万円まで

３万円まで

５万円まで

１０万円まで

１０万円以上

無回答

 

 

９．今後、道守養成講座に関する講師としての参加は可能ですか？ 

3

0 5 10

不可能

可能

どちらとも言えない

 

・橋梁補修実務による経験：調査から設計までの留意点について（コンサルタントの立場から） 

・講義名：私がわかる範囲なら何でもかまいません。 
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条 件：業務の都合上、現場の常駐が求められているので、現場が稼動しているときは、参

加できません 

・条件はありません。いただいた課題について講師として役目を果たせるように努力いたしま

す。 

 

１０．全体的な感想をお聞かせください。 

・コンクリート、鋼構造補修技術について、長期間受講させていただき、土木技術者として初

心に帰りいろいろな経験をさせていただきました。異業種の方々とも交流を図り、今後も途

絶えることのないように、懇親会等も考えてもいいと思います。公共事業が減少している昨

今、官・民・学が連携して活動範囲を広げていければ活気あふれる長崎県の土木業界に期待

される事業が増えてくると思います。 

・「道守養成ユニット」にてこの 2年間、大勢の優秀な方々の講義及び実習にて有意義な勉強を

させて頂き感謝しております。又、今後の「道守養成ユニット」の戦略的展開に期待をする

とともに今まで知り合った各分野の方々と「道守養成ユニット」を支えて行きたいと思って

おります。 
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６ まとめ 

 

６．１ H22 年度の実施項目と役割分担実績 

 

平成 22 年度は、“道守”養成の基となるカリキュラム・教材を開発しつつ、5 月から

道守コース 3 名、特定道守コース 14 名（コンクリート構造：9 名、鋼構造：5 名）、道守

補コース 28 名（前期：12 名、後期：16 名）、道守補助員コース 33 名の養成対象者を受

け入れた。なお、後期の道守補コースは、DVD 教材を使用し、下五島と大村の 2 会場で

講義を開講した。道守コース、特定道守コース、道守補コースは講義、演習、材料実験

および点検実習、道守補助員コースは講義と現場実習を開講した。なお、離島や遠隔地

の道守補助員コースの受講者に対しては現地に出向いての出前講座を雲仙、上五島、東

彼杵、対馬の 4 会場で実施した。各コースとも長崎県・長崎県建設業界の協力の下に地

域と連携して行った。 

 

①実施体制・環境の構築（インフラ長寿命化センター兼任・専任教職員、長崎県など） 

非常勤講師を確保し、本年度使用する実習設備等を購入するとともに、次年度以降

の実習用設備導入の準備を行い、養成環境を整備した。さらに、県・建設業界の有識

者が参加する運営協議会により、大学外部の意見を取り入れた運営を行った。 

 

②カリキュラム・教材の開発（インフラ長寿命化センター兼任・非常勤・専任教職員） 

鋼構造診断士、コンクリート診断士等の各種資格試験の教材と情報、橋梁点検の方

法と指導法等の教材と情報を収集するとともに、各コースのカリキュラムと教材等を

製作した。 

 

③受講生の募集（インフラ長寿命化センター兼任・専任教職員、長崎県など） 

道守コース、特定道守コース、道守補コースに関しては、ホームページやパンフレ

ットを利用するとともに、長崎県や長崎県建設業界などの協力を得て広く受講生を募

集した。道守補助員コースに関しては、ホームページやパンフレットの利用、長崎県

および市町を通じての県内の道路ボランティア・愛護団体等への参加協力依頼、建設

業界新聞および一般新聞への掲載、回覧板による募集チラシの回覧、長崎道守会議広

報誌へ募集掲載を行った。 

 

④講座・実習の実施（インフラ長寿命化センター兼任・非常勤・専任教職員、長崎県） 

道守補助員コースでは、「長崎県の道路構造物の状況」、「コンクリート構造物、鋼構

造物、トンネル・道路・斜面について」の講義および現場等における構造物の点検実

習を長崎県内の 4 地域を対象に出前講座にて開講した。 

道守補コースでは、「長崎県の道路構造物の現状」、「維持管理概論」、「斜面・トンネ

ル・舗装の維持管理」、「コンクリート構造物点検」、「鋼構造物点検」等について講義・
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演習・現場実習を開講した。後期日程では前期で行った講義を撮影し、それらを教材

とした画像視聴による講義を行った。 

特定道守コースでは、コンクリート構造、鋼構造の 2 コースに分かれ、道守補コー

スのカリキュラムに加えて「計測モニタリング」、「プロジェクト演習」等の共通講座

および各コース専門分野における「調査・診断、補修補強、計画・設計・施工」につ

いて講義・演習を開講した。 

道守コースでは、特定道守コース（コンクリート構造・鋼構造、両コースとも）の

カリキュラムに加えて「アセットマネジメント」、「道守総合演習」等の講義・演習の

講座を開講した。 

 

⑤報告会等の実施（インフラ長寿命化センター兼任・専任教職員、長崎県など） 

年度末（3 月）に、長崎県をはじめ長崎県建設業協会、長崎県測量設計業協会と連

携して報告会等を開催し、取り組み内容を広く公開するとともに今後の事業内容の検

討を行った。 

 

 

６．２ 実施体制の反省点と次年度に向けての課題 

 

○道守補助員コース 

アンケート結果のなかで、「報告の際の具体的な一例を示して欲しかった」との意見が

あった。講義、実習の中で道守シートの作成を行うが、認定後の活動でそれらがどのよ

うに活用されているかを知ってもらうためにも、次年度より認定者からの道守シートに

よる報告事例の紹介を行うこととする。また、「出来ればデジカメを用意し、実際にレポ

ートを作成してみたかった」との意見があり、これに関しては次年度、デジタルカメラ

の台数の追加も含めて検討を行うこととする。 

平成 21 年度に比較して、本年度は建設業関係者以外の一般市民の参加者の割合が増加

した。昨年度に引き続き行ったポスターの各所への掲示、募集チラシ配布、愛護団体等

への参加協力依頼などに加え、本年度、各地区の区長、自治会長への参加者の募集依頼、

ケーブルテレビでの CM 放送等を行ったことが要因であると考えられる。これらの、募集

方法は次年度以降も継続して行う予定である。本年度、講座開講日が地域のイベントと

重なってしまい受講生が集まらない会場が見られた。このことを踏まえ次年度は、開催

会場の地域性を考慮して開催日の決定を行う予定である。 

 

○道守補コース 

講義の内容、時間数に関しては、受講生からは良好な評価を得たが、後期で行った DVD

学習に関しては、「質疑ができない」との意見が見られたため、次年度は、可能な限り迅

速に受講生の疑問に回答できるような仕組みの構築を検討する。演習に関しては、アン

ケート結果で「実際に機械を使って、検査の内容が理解できた」、「試験機を操作するこ
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とにより理解が深まった」との意見があり、前後期ともに非常に好評であったが、「実務

的な打音などに重点を置いても良いのではないかと思う」との意見もあり、各演習の時

間配分について再度検討を行うこととする。現場実習に関しては、長崎県および各市町

から提供された橋梁を対象として点検を行った。受講生からの評価は概ね良好であった

一方、「橋梁以外の現場実習も行ってほしい」との意見が複数寄せられたため、次年度、

試験的に斜面、舗装等を対象とした実習を受講生、修了生から参加者を募り行う予定で

ある。 

 

○特定道守コース 

 アンケート結果からは、講義全体を通して概ね良好な評価を得ている。「斜面、トンネ

ルに関する講義を増やして欲しい」との意見が複数あったため、次年度はカリキュラム

を変更し、斜面、舗装、トンネルに関する講義時間を１時間増やして対応する予定であ

る。また、本年度のプロジェクト演習で行ったワークショップ形式でのグループディス

カッションは受講生には概ね好評であったが、「時間が短い」との意見があり、次年度は

十分なディスカッション時間を確保できるよう演習全体のスケジュールを再度検討する

こととした。また、記述式試験について「時間が短い」との意見が多数あり、次年度は

試験時間、試験内容を再考することとした。 

 

○道守コース 

 講義全体を通しての評価は概ね良好であったが、専門性の高い講義に関しては、復習

のためのホームページ上での各種試験の閲覧などの希望が寄せられたため、次年度以降、

検討することとした。全体を通しての感想では、今後の道守養成ユニットへの期待、道

守講座を通しての知り合った方との積極的な交流の希望などの意見が寄せられた。
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６．３ 広報活動 

 

◆講演会、シンポジウム等への参加 

開催日 講演会名 内容 

平成 22 年 

4 月 23 日 

上田孝行先生メモリアルシンポジウム 

－暮らしの安全と地域再生への挑戦 地域

の道をみんなで守る－ 

パネルディスカッション 

平成 22 年 

5 月 12 日 
道守長崎会議総会 屋台村に出展 

平成 22 年 

6 月 5 日 
科学・技術フェスタ in 京都 

第 7 回地域再生プログラ

ム連絡会議 

平成 22 年 

9 月 1 日 
土木学会全国大会 発表 

平成 22 年 

10 月 7 日 8 日 
ながさき建設技術フェア 2010 話題提供 

平成 22 年 

10 月 7 日 

シンポジウム 

「－暮らしの安全と地域再生への挑戦－

まじめなコンクリートが守る」 

話題提供 

平成 22 年 

10 月 11 日 
第二回端島炭坑等調査検討調査委員会 参加 

平成 22 年 

10 月 20 日 

日本風景街道「ながさきサンセットロー

ド」地域連絡会議 
長崎地区として参加 

 

◆ プレス発表、情報発信、ホームページの整備等 

・長崎県内の国、県、市、町の出先機関等に道守補助員募集チラシ及びポスター配布 

・道しるべ 3 月号発行 

・6 月 3 日 建設情報誌 C-net 通信 voL25 掲載 

・道しるべ 6 月号発行 

・8 月 25 日 建設情報誌 C-net 通信 voL33 掲載 

・道しるべ 9 月号発行 

・11 月 30 日 JANU19 号に掲載決定 

・道しるべ 12 月号発行 

・平成 23 年 2 月 15 日 日本経済新聞に掲載
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６．４ 道守のみちのり 

 

・10/04/12 第一回審査委員会開催 

・10/04/14 第一回運営協議会幹事会開催 

・10/04/19 第一回運営協議会開催 

・10/04/23 「上田孝行先生メモリアルシンポジウム－暮らしの安全と地域

再生への挑戦－域の道をみんなで守る」でパネルディスカッ

ションにパネラーとして参加 

・10/05/12 道守長崎会議総会に参加し，屋台村に出展 

・10/05/13 H22 年度“道守”養成ユニット「道守、特定道守、道守補（前期）

コース」を開講 

・10/05/26 特別講演会を開催 

講演者：東京大学生産技術研究所 准教授 牧野浩志 氏 

演題「交流地域づくりと道守への期待」 

・10/05/26 第 1 回道守認定者のつどい総会を開催 

・10/06/05 科学・技術フェスタ in 京都 -平成 22 年度 産学官連携推進会

議において、第 7 回地域再生プログラム連絡会議を実施 

・10/06/26 雲仙地区にて道守補助員養成講座開催 

・10/07/02 道守補前期コース終了 

・10/07/24 道守補前期コース認定試験を実施 

・10/07/27 佐世保工業高校で大村工業、佐世保工業、鹿町工業学生に講義 

・10/08/01 上五島地区にて道守補助員養成講座開催 

・10/08/10 第二回審査委員会開催 

・10/08/20 第二回運営協議会幹事会開催 

・10/08/26 第二回運営協議会開催 

・10/09/01 土木学会で発表 

・10/09/10 ＪＳＴ 清水氏、荒巻氏、岸田氏と打ち合わせ 

・10/09/24 特定道守プロジェクト演習(ワークショップ形式)を実施 

(長崎県 高西氏、浦本氏、外部講師 山根氏) 

・10/10/01 特別講演開催 

(名古屋大学 山田健太郎先生、(独)土木研究所 花井拓氏) 

・10/10/07～08 ながさき建設技術フェア 2010 に出展、話題提供 

・10/10/07 岐阜にて岐阜大学主催のシンポジウム 

「まじめなコンクリートが守る」に参加 
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・10/10/08 中間ヒアリング(JST 東京支部)にて 3 年目までの進捗について報告 

・10/10/08 道守補(後期)コースを、五島、大村会場にて開催 

・10/10/11 第二回端島炭坑等調査検討調査委員会に参加 

・10/10/14 道守総合演習を実施(長崎県 金子氏) 

・10/10/20 日本風景街道「ながさきサンセットロード」 

地域連絡会議（長崎地区）に参加 

・10/11/06 特定道守コース認定試験 

・10/11/12 道守補（後期）コース五島会場終了 

・10/11/19 道守補（後期）コース大村会場終了 
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７ 現有設備・備品 

 

７．１ 設備・備品 
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